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テーマ　「住み続けたいまちづくり」～災害を経験したまちからのメッセージ～

コーディネーター　鳥取県知事  片 山 善 博

2000 年 3月有珠山噴火により、全町民の大半が他町村に避難するなか、避難者の対

策などを指揮。被災住宅助成、失業者雇用対策、被災者への各種生活支援に奔走、公

共施設（学校、公営住宅、道路、水道、下水道施設等の復旧）の生活関連施設の再建

に努力している。また、噴火口が直下に観察できる散策路をいち早く整備、観光振興

対策の将来像を見据えた目標とする、「有珠山噴火災害復興計画」を住民の参画のもと

に策定し、町づくりを進めている。

パネルディスカッション

パネリスト

北海道虻田町長　長 崎 良 夫　氏

阪神淡路大震災時、避難所となった高丸小学校で、地域の人に呼びかけ２人１組となり、

宿泊ボランティアを仮設住宅ができた４月中旬まで続けた。 「自分の住む地域は自分た

ちの手で守る」を合言葉にイベントを通して地域を愛する心を育てる工夫をしている。

例えば、防災訓練兼地区運動会や垂水の春の風物詩「いかなご」を主人公に一般公募

で歌を作り、振り付けもして楽しく踊っている。「いかなごＧＯ！ＧＯ！」はＣＤ化し

て、普及に努めている。

神戸市高丸防災福祉コミュニティ会長  杉 山 力 子　氏
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鳥取県西部地震発生後の日野町で、初めて災害ボランティアを経験。住民から要請が

あった災害復興活動を行ったほか、災害ボランティアセンターで「聞取りニーズ調査」

を企画し、運営を手伝った。昨年１０月から朝日新聞に「ボランティア奮闘記」とし

て日野町での災害ボランティアの活動を連載しつつ、ボランティア活動を続けている。

日野ボランティアネットワークには結成から関わった。

日野ボランティアネットワーク　山 下 弘 彦　氏

阪神淡路大震災後、被災者復興支援会議座長、神戸まちづくり研究所理事長、海外災

害援助市民センター副代表として、被災者の支援や復興まちづくりに取組む。と同時に、

消防庁の防災まちづくり大賞の選考委員、国土交通省の防災まちづくり委員会の委員

として、わが国の防災まちづくりの推進に努めている。

神戸大学都市安全研究センター  教授  室  益 輝  氏

西部地震発生後の住宅復興補助、防災拠点としての公共施設の整備等住民の立場に立っ

た施策を展開し、住民生活に密着した被害の復旧を最重点に進めている。各自治会を

単位とした自主防災組織の再構築を行い、住民相互の連絡網を整備し、地域は地域住

民の手で守る体制づくりを図っている。また、元気が出る日南町を目指して「にちな

ん住民参画まちづくり事業」により人材育成を進めている。

日南町長   矢 田 治 美　氏

（コメンテーター）
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○司会　
　本日の県民大会のメーンテーマである

「住み続けたいまちづくり」に基づいて、

パネルディスカッションを開催したいと思

います。

　「災害を経験したまちからのメッセージ」

という副題に沿って、全国各地において災

害に見舞われた体験を活かしながら、特色

あるまちづくりに取り組んでおられる方々

に出演していただき、その事例を紹介して

いただきながら議論を深めていただきたい

と思います。

　なお、御来場の皆様からの御意見等につ

きましても、お伺いする時間を設けており

ますので、後ほどよろしくお願いいたしま

す。

　では、パネリストの皆様を御紹介申し上

げます。

　まず、北海道の有珠山噴火による被災地

から、虻田町長の長崎良夫様。（拍手）

　長崎様は、２１世紀の火山観光都市を

目指してというテーマを掲げ、噴火口周遊

コースの整備など、火山と共生するまちづ

くりに取り組んでいらっしゃいます。

　続きまして、阪神淡路大震災の被災地か

ら、神戸市高丸防災福祉コミュニティ会長

の杉山力子様です。（拍手）

　杉山様は、普段から交流がいざというと

きに力になるとして、運動会などイベント

を通じたユニークなコミュニティづくりに

取り組んでおられます。

　続きまして、地元、西部地震の被災地で、

行政の立場から、日南町長の矢田治美様。

（拍手）

　矢田様は、高齢化や西部地震による集落

の衰えを防ぐため、にちなん住民参画まち

づくり事業を展開し、元気なまちづくりに

取り組んでおられます。

　続きまして、同じく地元、西部地震の被

災地から、日野ボランティアネットワーク

の山下弘彦様。（拍手）

　山下様は、この西部地震を契機に育った

ボランティア精神を町に根づかせるととも

に、高齢世帯や仮設住宅世帯に対するニー

ズ調査を行うなど、住みよいまちづくりに

取り組んでいらっしゃいます。

　そして、先ほど基調講演で大変貴重なお

話をいただきました、神戸大学都市安全研

究センター教授の室 益輝様。（拍手）

　室 先生には、専門的な立場からいろ

いろなコメントや助言をいただきたいと思

います。

　なお、本日のコーディネーターは、鳥取

県の片山知事が務めます。（拍手）

　それでは、片山知事、よろしくお願いい

たします。

○片山知事　
　それでは、これか

らパネルディスカッ

ションに入りたいと

思います。

　今、司会の方から、

それぞれパネリスト

の皆さんを御紹介い

ただきましたが、それぞれの方が地震とか

火山とか、そういう被害を受けた町に住ん

でおられて、復興に苦労された、いわば被

害者の仲間であります。その被災の体験を

踏まえて、これから新しいまちづくりをし

よう、それに取り組んでおられる方であり

ます。きょうは、こういう皆さん方の体験、

現在なさっておられること、今何を考えて、

何が課題であるか、そんなことを率直に話

していただいて、それをこれからの我々の

地域づくり、まちづくりに活かしていきた

い、一緒に考えていきたいという趣旨であ

ります。

　最初に、それぞれパネリストの皆さん方

に、みずからの被災体験でありますとか、
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その被災をしたとき、どういう活動をされ

たか、そんなことをお話をいただきたいと

思います。その上で、先ほど御講演いただ

きました室 先生には、専門的な立場から

助言、コメントをいただければと思います。

　最初に、北海道からはるばる来ていただ

きました、虻田町の長崎町長さんにお話を

いただきたいと思うんですが、皆さん方御

承知の洞爺湖温泉というのがこの虻田町に

あるわけであります。大変多くの観光客を

集めておられたし、これからも集めなきゃ

いけない、そういう町であります。私ごと

になりますけれども、私、今から２７年前

の昭和５０年に結婚しまして、新婚旅行、

北海道行って、洞爺湖温泉に泊めていただ

いたんですけども、たまたまきょうの９月

２８日といったら私の結婚記念日でありま

して、大変……（拍手）ありがとうござい

ます。そういう日に虻田町の町長さん来て

いただいたというのは、大変個人的にも感

慨深いものがあります。そういう長崎町長

さんから、口火を切っていただきたいと思

います。

○長崎氏
　どうも、鳥取県の

皆さん、私どもの町

もちょうど鳥取県の

西部地震の少し前に、

同じ年の３月３１日

に有珠山の噴火がご

ざいました。地震災

害と違いまして、噴火災害というのはまた

異なった災害でございますけども、それら

の概要などをちょっと簡単に説明させてい

ただきたいなと、こんなふうに思っており

ます。

　私どもの町、大変狭い町でございます。

北海道は大体、町村というのは相当広い

面積なわけですけれども、今ちょっと画面

に出ておりますけども、これは当時の噴火

の状況でございます。大変広がった噴火に

なっておりますけども、噴火口が１カ所で

なくて、数十カ所できておりました。幾つ

ぐらいの数ができたのか、いまだにわから

ないくらい噴火口ができた、その様子でご

ざいます。

　噴火災害にしろ地震災害にしろ、あるい

は水害にしろ、災害についてやはり一番大

切なことは、住民の方をいかに早く、いか

に的確に避難させること、これに尽きると、

このように思うわけでございます。私ども

の有珠山は、大体２０年から３０年周期で

噴火する山と、こんなふうに言われている

わけでございます。それとともに、噴火す

る前には、火山性の地震、これは本当に縦

にズドンとくる地震でございまして、この

地震が来ると大体噴火が近いなと、こうい

う予測をするわけでございます。今回も、

噴火する４日前からそういう地震が頻発し

ていたということで、近く噴火があるんだ

なと、こういう予測は全町民持ってたわけ

でございます。しかし、噴火はするんだと

いうことはわかるんですが、いつどこで噴

火をするかという、これは今のところわか

らないわけでございますし、また、私ども

の今回の噴火で、大変北大の教授の岡田先

生という方が有珠山を長らく研究しており

ましたんで、大変その先生の研究結果とい

うのが、私どものこのたびの噴火災害には

役立ったわけでございます。

　私どもも、そういう地震が起きたと同時

に、やはりいつ避難させるかというのが一

番の問題でございました。それと、噴火だ

から頂上での噴火であろうというようなこ

とで、頂上から近い地区の方々、住民を避

難させておりました。これは２９日の日に

避難をさせたわけでございます。その避難

をさせたときから３日後に噴火が起きたわ

けでございますが、この噴火が全く予想も
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していない、頂上での噴火じゃなくて山裾

の、全くこれは有珠山と関係がないんじゃ

ないかと思われるとこから噴火をしたと

いうことです。そしてまた、危険な区域の

方々を一番安全と思われました海岸の方の

役場所在地の方の公共施設に避難をさせて

いたわけですけども、いざ噴火したところ

が、この役場所在地からすぐのところで噴

火をしたわけでございます。そういうこと

で、結果的には、避難をしていた危険区域

と思われた地区の方々も避難させると同時

に、また、受け入れていた人たちも避難を

させなければならないということで、結果

的には、全町民の９６％という人たち、大

体１万ちょっとの人口でございますが、こ

ういった人たちを避難させざるを得なかっ

たということでございます。

　そして、このスライドでもおわかりか

と思いますが、上の方が洞爺湖でござい

ます。下が太平洋でございまして、湾に

なっている、噴火湾、あるいは内浦湾と称

しているところでございまして、この海と

湖の間が大体５キロ程度のところでござい

ます。その中間に有珠山があるわけで、そ

こが噴火したわけです。その噴火したこと

で、事もあろうに、一番重要な国道２３０

号線、これが、ここに国道が走っているわ

けでございます。これは洞爺湖を経由して

札幌に走っている国道でございますが、こ

れのちょうど中間地区で噴火をしているわ

けです。ここで噴火をしたわけでございま

す。ですから、本来危険だと思われた洞爺

湖温泉街の人たちは、虻田町のこちらの本

庁の方に避難をさせていたわけですけれど

も、ここで噴火したということで、急遽、

こちらの住民と同時に温泉町から避難をさ

せた人たちをこちらの方の隣町に避難をさ

せざるを得なかった。こちらの室蘭市の方

に行くわけで、大きな都市があるわけです

けども、有珠山がこの辺にございますんで、

裾野が海岸に広がっているということで、

この国道３７号線１本きりしかない、ある

いは高速道路がここを走っている。これら

がすべて閉鎖されているということで、山

から遠ざかった西側の方に避難をさせざる

を得なかったという結果で、隣町、そして

普段あんまりつき合いのない長万部町とい

うところまで避難をさせる。結果的には、

９，０００人からの人たちを避難させざる

を得なかった。そして、避難所総数も３１

カ所になったということでございます。

　その避難も、結局一過性の災害でないと

いうのが噴火の特色でございますから、そ

のために長期的な避難、大体一番長い人

で５カ月の避難を余儀なくされたというこ

とでございます。これらの方々もほとんど

虻田から遠いところに避難をしていたとい

うことで、大変いろんな面で御不便もおか

けしたんじゃないかなと、こんなふうにも

思っているわけでございます。

　それと同時に、噴火と同時に、私ども一

番恐れているのは泥流災害なわけですけれ

ども、この最初の噴火口の後に、この辺一

帯がすべて噴火口になってしまってたんで

すよ。５日間ぐらいの間に。そして、４日

目に、この付近から泥流が発生して、洞爺

湖市街地の方に泥流が走ったという。たま

たまこの泥流は避難しているときに発生し

たということで、結果的には１名の犠牲者

も出すことなく、無事災害を終えたという

ことでございます。

　先日まで、この７月まで、仮設住宅に入

居していた方々も相当おったわけですけど

も、結局、この泥流が走ったところ、ここ

には公営住宅だとか一般住宅２０２世帯、

あるいは学校、町営の温泉、保育所、図書

館、こんなような公共施設が密集していた

ところでございますが、これらはすべて使

い物にならなくなってしまいまして、ここ

を現在新たな砂防施設として復旧工事をや
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ろうというようなことで、今作業を進めて

いるわけでございます。

　そんなことで、このたびの災害について

は、長い期間であったために、大変多くの

方々、全国からの方々、大変な支援をいた

だいたということで、特にボランティアの

方々、この活動というものは本当に私ども

も頭の下がる思いであったなと、こんなふ

うに思っているところでございます。

　とりあえず状況等について御説明申し上

げておきたいと思います。以上でございま

す。

○片山知事　ありがとうございました。
　それでは、杉山さんに、続いてお願いし

たいと思います。

○杉山氏
　失礼いたします。

　私は、神戸市の垂

水区、神戸市の西の

端です。お隣は明石

市、それから目の前

には明石海峡大橋が

すごくきれいな姿を

横たえております。その垂水区なんですけ

れども、震源地が淡路島という割にしては、

垂水区、西区、北区という３カ所は、割合

被害が少なかったんです。というのは、長

田区、兵庫区、東灘、灘といったところが

余りにもすごい被害、後になればなるほど

すごい被害だった。それから比べれば、垂

水区は震度６強、だからこの辺の鳥取県西

部地震とほぼ同じくらいの強さだったと思

います。

　全壊した建物というのは少なかったんで

すけれども、家の中はもうめちゃめちゃで

す。靴か何か履かなければ歩けないような

状態。そんなときに、５時４５分でしたか

らね、もう６時過ぎに近所の人が来て、福

祉センターあけてもいいか。私、福祉セン

ターも管理してるもんですから、この地域

福祉センターというのは、神戸市は小学校

区に１軒ずつあるわけなんですよね。そこ

をあけてくれと。７時前に行ったら、もう

びっくり。毛布かぶった人がいっぱい。す

ぐ鍵あけて入っていただいたんですけれど

も、そんなにこの辺ひどいんだろうかと。

全壊のところもないのに。それで、後で聞

けば、小学校がうちは２３あるんです、垂

水区に。中学校が６校、高校が３校。それ

から、福祉センターが１８戸、そのころ建っ

てたんです。それ全部合わせて５０カ所ほ

どある公の建物に、全部避難者が押し寄せ

ていて、１軒に２００名近くは入ってたと

いうことで、本当に驚きました。

　私は、たまたま区役所に近いものですか

ら、電話が通じないのですぐ区役所へ行っ

て、どんなふうにしたらいいか指示を仰ぎ

ました。そしたら、まず食べ物がないと。

朝９時でしたけれども、とにかくおにぎり

か何かつくってくれということで、お米も

ないからみんなから集めて。ところが、あ

のときの垂水区の商店、皆閉めちゃって

るんです、戸を。後で何でこんなことした

んだろうと思ったんだけど。私たちが米を

持ち寄ってたんですが、ガスもとまりまし

た。電気は幸い来てたんです。水も来てま

した。電話は通じなかったんだけど後で通

じたということで、福祉センターには水と

電気が来てました。それでお米を持ち寄っ

て、電気釜持ち寄って、それで早速おにぎ

りつくって、うちの福祉センターにいる人、

約７０名。それから、区役所へ５００個欲

しいということで、４０キロのお米を持ち

寄って、それでとにかくおにぎりつくって、

もう夕方までかかって運び通しました。

　そうこうしているうちに２日目が済ん

で、３日目になって、小学校に避難者があ

ふれてるという状態を聞いて学校へ行きま
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したら、先生がもう授業の準備するどころ

じゃないと、その避難者の対応に追われて、

不慣れなことをやってるということで。そ

れじゃあ私が何とかしましょうということ

で、小学校区の人に呼びかけて、２人一組

で、５０人、だから２５組ほどつくりまし

た。とにかく一晩だけでもいいから泊まっ

てちょうだいということで、一晩が二晩に

なったんですけれども。すごい冷え込みな

んです、１月の２０日前後ですから。あの

冷え込み、何の暖房もないところで、日赤

からもらった毛布１枚にくるまりながら皆

さんと震えてたんですけれども、２日目、

３日目になったら、みんな家へ帰るんです

ね。帰って、マットとか布団とか持ってき

て、避難者の方は学校を根城にして、時々

お家へ帰る。

　なぜ学校にいるか。お弁当が出るように

なったんです。２日目から救援物資がいっ

ぱい届きました。いろんなものが届いた

んです、カチンコチンの餅とかラーメンと

か、すぐには食べられないものでしたけれ

ども。それから、今も覚えてる。八千代町

と書いたところからおにぎりがどっさり届

いて、そういうのを仕分けする役目を私た

ちがやりました。

　一番うれしかったのは、勤めに行きた

くても行けない、交通が遮断されて行けな

い、勤めてる会社が避難で行けないという

人、若い人たちが宿泊ボランティアに参加

してくれたこと。だから、こういう地域の

人が力を合わせてくれたということが、と

てもそのときうれしかったんです。平和に

なるに従って、若い人たちも仕事の方が忙

しくなって、また高齢者で地域づくりをし

てるというような今現状ですけども、それ

でも何かあったら手伝ってくれるというこ

とで、大変うれしい思いをしました。

　それから、震災済んでから神戸市がいろ

んな救援物資といいますか、震災のときこ

れがあったらよかったというジャッキ。皆

素手で埋まった人を掘り起こしたりしたも

んですから、小さなジャッキで大きなもの

をどんどんどんどん動かしてくれるジャッ

キ。それから組み立て担架、それから一輪

車、荷物を運ぶ、そういうものがどんどん

届き始めました。次は、それを使って、私

はみんなに、訓練と言ったらもう構えてし

まうんですね。だから、訓練じゃなくて楽

しいイベントの中にこれを取り入れようと

いうことで、地域でやっていた運動会の中

のゲームにそれを取り入れました。一輪荷

車に荷物積んで走る。ただそれだけじゃな

く、ヘルメットをかぶらなきゃいけない、

軍手もはめる。それがリレー。ヘルメッ

トと軍手をバトンがわりにして。そのヘ

ルメットもかぶってみてわかるんです。何

もしないでかぶってたらいいんですけれど

も、走っていくとなったらしっかり締めな

いと、とんとんとんとんと前へ来て、目の

前が見えなくなって、結局おくれてしまう。

だから、ヘルメットというものをしっかり

自分の頭に合わせて締めなきゃいけないと

いうのも、ゲームの中で教わった。それか

ら、どのくらいこんな小さなジャッキで持

ち上がるんだろうと、学校にある朝礼台の

下に入れて、朝礼台に１０人ほど乗っても

らって、四隅に置いて上げてみたら上がる

んですね。そんなことを遊びの中から体験

して、どんなにこの器具が大事か、使いこ

なすということがどんなに大事かというよ

うなことを現在やっております。

　よろしいでしょうかね。

○片山知事　ありがとうございました。
　それじゃあ、矢田町長さん、お願いしま

す。



36 37

○矢田氏
　日南町でございま

す。県境に接してお

る町でございますけ

れども、今回、県境

サミットという協議

会をつくっておるん

ですが、この圏域が西伯町、あるいは日野

町が大きな被害にあったわけでございます

けれども、島根県では伯太町、そして岡山

県では新見市の千屋地区、こういった圏域

が大きな被害を受けたわけでございます。

　私の町も震度６弱ということでござい

ました。ただし、気象庁の震度計がござい

ませんで、科学技術庁のデータでございま

すけれども、これが情報として出ないとい

うことで、随分内外から問い合わせ、ある

いは苦情があった経緯がございますけれど

も、おかげで、知事さんの御厚意で、県の

方でつくっていただいたということでござ

いますけれども、そういう被害の町でござ

います。

　実は私、２年前の１０月６日はちょう

どここの会場におりまして、空から落ちて

くる、これはもうだめかなと、一瞬よぎっ

たわけでございますけれども、すぐ飛んで

帰ったということでございます。ただし、

途中、本当に命からがらに帰ったというよ

うなことでございました。まず私の町は、

どうしても高齢化が進んだ町でございま

して、老人だけの世帯、あるいは独居老人

が多いわけでございますけれども、そうい

う中にありまして、全部、全半壊が１２戸

ほどございました。それから、一部損壊が

５００余りでございますし、避難勧告をし

た世帯が３世帯の７名。自主避難していた

だいた家庭が４世帯の１２名。こういう状

況でございまして、比較的被害も少なかっ

た面があるわけでございますが、私も直ち

に現地に出かけまして、この目で見たいと

いうことで消防団長と行動をともにしまし

た。老人の家庭に行ってみますと、戸がも

うねじれちゃって、ようやくそれで家が支

えられておるというような状況。一人で本

当に困っておられた世帯。あるいはもう夜

の前でございますけれども、電燈が下に落

ちて、年寄りだけの世帯で今晩電気がつか

ないというような状況等がありまして、と

もに団長と一緒に支援をしたという経過が

ございます。さらには、池の水が庭一面に

流れ込んで、いわゆる液状化現象でしょう

か、そういうことがあって、ちょうど今水

が引いたというような現場に行ったりいた

しました。

　そういう現場を見るにつけ、これはやは

りお年寄りの世帯を中心に何とかしなきゃ

ならない、そういう気持ちで行政をやった

わけでございますけれども、おかげで、病

院あるいは福祉保健課を中心に、そして県

の保健婦さん等の応援を受けまして、やは

り心のケアといいますか、このことが一番

だなということで、情報収集をしながらお

年寄りの世帯をいかに安心をしていただく

かということが一番だなということを感じ

た次第でございます。

　町職員で正職員が約２００名、そして

臨時を入れまして３００名ほどおりますけ

れども、全員体制ということで情報の収集

と現場に出かけ、ある程度住民の方も安心

をしていただいたではないかというふうな

気がいたしております。あわせて、この地

域におきましては、民生委員さん、あるい

は自治会、自治会が３５自治会あり、その

下にまた小さな組織があるわけですけれど

も、その自治会、そして公設消防とあわせ

て自衛消防、各自治会に自衛消防がありま

して、自治組織、これが大きな力を発揮し

てくれたと、このように思っております。

　一つは、避難場所の問題。避難をするに

つきまして、どうしても風水害、そういっ
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たことが中心の避難場所ということを設

定をしておりましたから、避難することに

よってまたそこが危険だということになっ

たり、学校が避難場所ということにしまし

ても、その避難場所までが遠いというよう

な問題等ございまして、これも一つの反省

材料にしたわけでございます。それから、

いかに人海戦術といいますか、ボランティ

アが必要だと。今回の地震は、どうして

も屋根が中心でございました。雨漏り、屋

根が壊れたことによりまして、中におれな

いという状況がありましたので、直ちにビ

ニールシート、これの調達を命じましたと

ころが、ちょうど県の措置もいただいてタ

イミングがよかったわけですけれども、こ

れも助かったという状況でございます。し

かしながら、お年寄りがたくさんおられて、

自分たちではビニールシートが敷けない。

そういう中で、やはり地域が自治会中心に、

隣の若い人たちが、自治会挙げて取り組ん

でいただいた。こういうことが大きな力に

なっておるというふうに思っております。

　それから、情報の問題では、防災無線、

先ほどの自治会組織、自治消防、そういっ

たものが随分活躍したというふうに思って

おります。

　それから、今の住宅支援の問題でござい

ますけれども、壊れた住宅につきまして貸

付制度というのがあるわけでございますけ

れども、お年寄りの家庭では保証人をとっ

て借りるということがなかなかできない

状況で、災害対策会議の中で何とか支援す

る方法はないかということをその会議でも

私、申し上げたわけですけれども、町長、

それは個人的な問題でそういうことをやっ

てたら、これは今後困りますよというよ

うなことがあったりして困っていたところ

に、ちょうど県の方からこういう制度はど

うかというお話をいただいて、本当に助け

の船が出たわけでございます。それは、県

と、そして町と、それぞれ３分の１ずつ支

援ができる、知事さんの御英断でこの制度

をつくっていただいたということで、特に

高齢化の高い本町の場合、助かったという

ことでございます。

　今後のまちづくりの方向ということにつ

きましては、また後段で申し上げたいと思

いますので、とりあえず私の方からは、以

上、状況を説明させていただきました。

○片山知事　ありがとうございました。
　私も、鳥取県西部地震が起きまして、翌

日から毎日ヘリコプターでこちらに飛んで

きまして、被災地をずっと連日回ったんで

すけど、そのときに、矢田町長さんとも一

緒に日南町の被災地を回ったのを、本当に

つい昨日のように思いますけども、月日の

経つのは早いもので、あっという間に２年

経ってしまいました。ありがとうございま

した。

　それじゃあ、山下さん、お願いします。

○山下氏
　それでは、日野町

での日野ボランティ

アネットワークの取

り組みについてお話

をしたいと思います。

　日野町は人口が約

４，５００人で、その

うち３分の１を高齢者が占めている、高齢

化が進んだ町です。県西部地震では、最大

震度６強を記録しまして、大きな住宅被害

を受けました。当初は、町内で民生委員さ

ん、自治会長さん、それから隣近所の助け

合いということで安否確認も進みまして、

人的被害も最小限に抑えられています。け

ども、内部の力だけではどうにもならない

状況になっていたのが当時の日野町だと思

います。そこに、県内だけじゃなくて、全
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国から多くの支援をもらって、その一つが

ボランティアでした。ここにいる私も、そ

れが縁でできた一人です。

　当時、日野町にはボランティアセンター

がなかったんですけども、ボランティアを

受け入れねばならないということで災害ボ

ランティアセンターが設置されまして、地

震の直後から、瓦れきの片づけですとか屋

根のブルーシート張り、それからさまざま

な復興イベントの運営ですとかホームペー

ジの開設といったことまで、さまざまな活

動を続けておりました。

　けれども、年内のうちはかなりいろん

な活動の依頼があったんですけども、年が

明けたころから急にボランティアの依頼が

減ってきまして、そのころは町内の方では、

まだ実際には家の片づけはまだまだといっ

た声が聞こえてくるという状況がありまし

たし、それから、地震直後にボランティア

が町内を回って調査をしたときに、高齢者

だけで住んでいて、とても手に負えるよう

な状況ではないのに、特に頼むことはあり

ません、一人でできますというような方が

多くいまして、この冬の時期にも実際には

ニーズが潜在化してるんではないかという

ことを恐れていました。

　この当時、ボランティアセンターはど

ういう状況だったかといいますと、雇用期

限が３月までという臨時職員が３人で勤め

ておりまして、４月以降にセンターの存続

というのは全く見通しがない状況。ボラン

ティア活動もどうなるかわからないという

ような時期でした。ですが、町内の状況を

見たところから、もう一度やはりきちんと

した調査をしなければならないだろうと。

その中からボランティアができることは支

援して、また４月以降にボランティアある

いはボランティアセンターが果たしていく

べき役割があるかどうかということをきち

んと確認しようというような話になりまし

た。

　こうしたことから、昨年の２月から３月

にかけての１カ月間、高齢者世帯と、それ

から仮設住宅の方を中心にしまして、訪問

による聞き取り調査を行いました。その対

象は、町内の全世帯の２０％に当たります

３００戸に行っています。地震当初の調査

の結果から、困っていることはないかとい

うふうに聞いても収穫がないということは

わかっていましたので、健康状態ですとか

食事のことですとか、いろいろな話をする

中から困り事をきちんと聞いてくるという

ような手法をとりました。

　この時期、中山間地にあります日野町で

は雪の日もありまして、とても寒い状況で、

調査に回ったボランティアもですし、そ

れから民生委員さんに同行していただいた

んですが、家にたどり着くのも大変なケー

スというのもありました。けれども、実

際に高齢者はその中で生活をされているわ

けで、特に、町の中心部から離れた集落に

住む人にとっては、生活が大変厳しい時期

に、その家を訪問していろいろなことが聞

けたということの意義は大きいと思ってい

ます。

　その内容というのは、高齢者の震災体験

を含めた生活実態を把握できたということ

です。まず、復興をもとの生活に戻るとい

うふうに考えますとまだまだの状況で、と

りあえず生活できるレベルということがわ

かりました。つまり、ボランティアへの依

頼ということは入っていませんでしたけれ

ども、実際にはまだまだ助けを必要として

いる状況であるということです。

　さらに、いろいろ話を聞いていくうちに、

地震以前から、例えば粗大ごみの片づけな

どが高齢者だけではできないですとか、そ

れから、話し相手がなくて生きる張り合

いが感じられない生活を送っていたところ

に、地震によって大きな精神的なダメージ
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を受けたといったことですとか、それから、

福祉の施策では、一般的に重点対象として、

ひとり暮らしの方というのを据えています

けれども、実際には高齢者世帯も世帯によ

りまして、例えば老老介護ですとか、より

困難な状況を抱えてるというような状況も

わかってきました。その一方では、高齢者

の方でもいろいろボランティアの人とか世

話になったから恩返しをしたいですとか、

自分も何かやりたいという意識を持ってお

られるということを把握できました。

　こうした調査を通しまして、参加したボ

ランティアが、こういった地域課題を自分

の目で見て実感しまして、これを何とかし

なければいけないという思いを抱いて、特

に、その中に町内の方が多く参加していた

ということが大きな意義でした。

　こうした経験を通しまして、ボランティ

アセンター、４月以降も、職員は１人にな

りますが、とりあえず継続ができるという

ことになったんですが、それまで活動して

きたボランティアの間で、震災を契機にボ

ランティア精神というのが町に根づいてき

ているので、これを住みよいまちづくりに

活かしていこうということで、日野ボラン

ティアネットワーク、日野ボラネットとい

う組織を立ち上げまして、現在も活動を続

けております。

　この活動を通して、まちづくりのために

どういったことがポイントになるかという

ことを考えますと、１つは、住民の中にせっ

かく何かやりたいという気持ちが出てきて

いますので、これを何とか活動につなげた

いということと、それから、団体とか個人

を問わずに、町内のボランティアのつなが

りというのをつくる。それから、日野町と

いう舞台は小さいところですから、その中

で何か課題解決を行うときには、行政も社

協もボランティアも手を携えて勉強してい

かないと解決できないだろうといったよう

なことで、そういったことを通してボラン

ティア活動がうまく推進できるようにとい

うことが１つ。

　それからもう一つは、調査を通しまして

いろんな困り事というのが見えてきました

ので、これは１回きりで済ませるのではな

くて、こういった地域課題が継続的に顕在

化できて、それから解決できる仕組みづく

りというのをしていかなければいけないだ

ろうということを考えました。

　こういったことから、１つはまず、行政

とか社協との連携をずっと模索してきたん

ですが、とにかく人口が４，５００人で過

疎・高齢化が進んでいるということは、結

局町内で何をやるにしても大体担い手とい

うのは限られているということがあります

し、いろんな機関が同じ目的を持ちながら

も違う方向を向いていても、混乱するだけ

で何も得るところはないだろうということ

で、いろいろと声をかけたりとかしている

というところです。

　その中では、昨年の末には、県の日野総

合事務所の方で主催していただいて、行政、

社協を交えて懇談会を行いまして、その中

でいろいろな提案をさせていただいたりと

か、それから、町の方に依頼がありました

ので３カ年のボランティア活動推進計画と

いうのを提出したりということをやってき

ています。ですが、町の方でも中期計画で

ボランティア活動の推進ということを取り

上げられていますが、具体化はこれからか

なという感じがしています。

　あともう一つは、調査の結果を踏まえま

して、日野病院の方に心のケアについて何

かできないもんですかねというような相談

をしましたところ、ことしの１月から週１

回、震災カウンセリングコーナーというの

を設置していただきまして、震災を初めと

したいろいろな不安とか悩みに対応してい

ただいています。これもボランティア活動
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中に心配な方があった場合にはチラシを渡

したりして、こちらの案内をするといった

こともやってきています。

　もう一つは、これまでさまざまな企画

を行ってきたんですが、この４月から高齢

者誕生月プレゼント企画というのを行って

います。これは、その月に誕生日を迎える

７０歳以上の高齢者だけで暮らす方に、手

づくりのプレゼントとカードを届けまし

て、地震後の状況とか困り事を聞くという

ようなことをやっておりまして、幸い、県

の共同募金会からの配分をいただいており

まして、高齢者の見守りとボランティアの

育成ということを力を入れていこうという

ことです。

　半年過ぎたんですけども、この半年間で、

高齢者からは自分でも誕生日を忘れていた

んだけども祝ってもらえてうれしいといっ

たようなことで、元気を出してもらえたり

とか、それから、聞き取り調査のときにい

ろいろ心配事があったんですけれども、そ

の後の状況を聞いていくことによって、ボ

ランティア活動とか、それから場合によっ

ては公的なサービスを案内するといった

ようなことによって、少しずつですけれど

も解決に結びつけてるということがありま

す。高齢者の中には、今は困っていること

はないというふうに言われても、そうやっ

て気にかけて訪問してもらえてすごくうれ

しいというような方もおられるということ

があります。

　もう一つ、この企画では、ボランティア

活動の推進という意味では、毎月プレゼン

トをつくっているんですが、そこには町内

のいろんな団体に、月々違うところに協力

をいただきまして広がりを持たせていると

か、それから、実施が毎月の第２土曜日で

すので、学校が完全週５日制になった小・

中学生、高校生が多く参加してくれてい

るということがありまして、子供が少なく

なっている町内の中では、子供が訪問して

くれているというだけでも喜ばれていると

いうような状況になってきています。

　現状の取り組みについては以上です。

○片山知事　ありがとうございました。
　以上、４名のパネリストの皆さんに、そ

れぞれ被災の体験、そのときの活躍ぶりな

どをお話しいただきましたが、コメンテー

ターとして室 先生に、今の４人の方の

発言に対して感想とか助言とか、何でも結

構ですからお話をお願いします。

○室 氏
　助言はあんまりな

いんですけど、いろ

いろ教えていただい

てよかったと思って

るんですが、１つ、

１番目は、私の話と

も関連で、自然とい

うものをよく知らないといけないよとい

うのは、虻田町長さんの話ですごく出て

きたと思うんですね。事前にみんなが逃

げていて、泥流が起きたときにはみんな

人がいなくてよかったよという話、単にそ

ういうことなんですけど、我々防災をやっ

てる者からしたら、これはすごい話なん

ですよね。やっぱりそのことによって多く

の人の命を救い得たわけです。これは個人

的な話もありますけど、北大の岡田さんは

１万６，０００人の命を救ったけど、神戸

大の室 は６，０００人を殺したと言われ

てるんですね。地震と噴火は違うんですけ

ど、でも僕は、その救えたというのはすば

らしいこと、そういうふうに言えるという

ことはすばらしい。

　それはどうしてそういうことが起きたの

かというと、１つは、やっぱり先ほど町長

さんのお話の中に、下からズドンと突き上
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げる地震があったら危ないよ。それはだか

ら、前の噴火のときのいろんな経験とか体

験がやはりきちっと伝わってたし、そうい

う実感がある。それから、北大の岡田先生

の研究調査結果でそういうことが非常に科

学的に明らかになってたとか、そういう前

提がなければうまくいかなかった。やっぱ

りズドンときたら危ないよという形で皆さ

んが逃げられたということと、それからも

う一つは、普通は例えば我々もよく避難勧

告のお手伝いをして、これは逃げないとい

けないよと言うんですけど、広報車回して

もどなたも逃げられない。その前提には、

みんながそういうことを知ってないと、逃

げてもらえないわけですね。来る来ないか

はよくわからないのに、下手するとオオカ

ミ少年になってしまう。そこには一つの、

やっぱり自然というのをよく御存じだと

いう前提があったのではないかということ

で、それは非常に感心させられる話だと思

います。

　それから２つ目は、これは皆さんの話に

共通してあるし、それから今の有珠山の話

とも関係するんですけれども、さまざまな

ネットワークとかつながりとか連携という

のがしっかりしていないと、やっぱり災害

には対応できないよという感じだと思うん

ですね。これも北大の岡田先生の話ですけ

ど、北大の岡田先生は、安全のための四面

体ということですね。四面体とは何かとい

うと、１つは行政だと。１つは市民だと。

それからもう一つは専門家。もう一つがメ

ディアだと。これは岡田先生の分類です。

僕なんかはそこにＮＰＯとかいろんなの

入れたいなという気はするんですけど。で

も、例えば市民と行政と、それから専門家。

そこはもう有珠山の話ですごくよくわかる

し、それからもう一つ、岡田先生はメディ

アと。我々は大抵メディア嫌い、今日おら

れてますね、悪口つい言っちゃうんですけ

ど。そうじゃなくて、きちっとみんなが手

を携えて、やっぱりその危険性というもの

を理解するし、みんなに広く伝えていく役

割を果たしていくという、その中に信頼関

係ができてるということがすごく大切だと

いうふうに思うんですね。

　そういう目で見たときに、そういう４つ

のつながりだけではなくて、例えば県と市

町村の関係もきっとそうだし、それから地

域コミュニティーの中でリーダーと、その

それぞれの地域コミュニティーのメンバー

の関係もそうだし、それからＮＰＯ、ボ

ランティアみたいな人たちのグループと民

生委員とか消防団だとか自衛消防組織だと

か、そういうところの関係もある。それぞ

れの関係は、結局、みんないざというとき

はやっぱり力を合わせないとうまくいかな

いよというのは、これはどの方も言われて

ることだと思うんですね。やっぱりそうい

う意味での災害時のネットワークというの

をどういうふうにつくり上げていくのかと

いうようなことを、少しこれも今後の点で

すごく重要なことだと思います。

　それから３点目は、皆さんの言葉とか多

くの方に出てくるのは、ボランティアとい

う言葉。阪神大震災がボランティア元年だ

と言われたんですけど、僕はこれは、単に

人手が足りないからボランティアが要ると

いう話ではないんだと思うんですね。これ

は、一番最後の山下さんの話聞いててよく

わかるんですけど、１つは、一人一人の細

やかなニーズとか気持ちとかそういうもの

は、従来の行政の枠ではなかなか、市民が

遠くにい過ぎて、つかまえられない。この

おばあちゃんは何を考えてるのかなという

ようなことは、やっぱりそういう細やかな

ニーズというのは一体だれがつかむことが

できるか。ところが、ボランティアだけで

はなく、ボランティアと地域に密着した、

ずっと地域をはいずり回ってる人たちも
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よくわかる。そういう細やかなニーズをき

ちっとつかむ仕組みというのが今の世の中

にすごく求められているんだと思うんです

ね。そういうところで、やっぱり新しいそ

ういう地域をつかんでいく仕組みとしてボ

ランティアがある。

　それからもう一つは、これも同じこと

ですが、行政と市民の、結局間を埋めてい

く。今までは、行政と市民が何か机たたい

て何とか反対というようなスタイルが一つ

のスタイルだったけど、そうじゃなくて、

やっぱりそこにお互いをつなぐところの

真ん中にそういう一つの接着剤的な、ある

いはその意見を伝え合うような、一つのや

わらかな潤滑剤を持ったような仕組みとし

て、ボランティアだとかＮＰＯだとか、そ

ういうものが生まれてきた。それは、鳥取

の地震でも有珠山の噴火のときでも、そう

いうことがやっぱり体験を通じて、新しい

そういう一つの仕組みみたいなものが浮か

び上がってきて、そこにボランティア。だ

から、単に人手が足りないからボランティ

アをただで使ってやろうという話ではなく

て、やっぱりボランティアとしての存在価

値がそこにあるということ、これも考えて

おかないといけないなというふうにちょっ

と思っています。

　それから４つ目の話が、それぞれの災害

の被害の状況を述べられてたんですけれど

も、僕はどの災害にも共通してるというか、

最近の災害の共通点というのは、直接被害

も直後の被害も大変ですけど、それ以上に、

長く、非常に長期化した間接被害。地域の

経済的なダメージだとか、いろんなものが

折り重なって、非常に間接的な被害が大き

くなってる。これは一つの新しい社会の特

徴だと思うんですね。

　長期にわたる生活の苦しみだとか地域の

経済の問題だとかそういうもの、特に有珠

山の場合、観光の問題というのは非常に大

きな問題になってきたわけですけれども。

あるいは、日南町も直後は亡くなられた方

はいないけれども、後でお年寄りの暮らし

の問題とか、いろんな問題が顕在化してく

る。そういう間接的なとこに対して、どう

いう形でそれをサポートしたり支援をした

りしていくかという、あるいはケアをして

いくかという、やっぱりそういう災害対策

とは従来は直後の何か救出活動とか消火活

動が災害対策だと思われてきたけれども、

災害対策の幅がすごく広がってきて、心の

ケアだとか生活支援だとかまちおこしだと

か、そういうところまで視野に置いた、き

ちっとした災害救援のシステムというか、

災害対策というものを組み立てていかない

と、これからの時代にはうまくいかないよ

というのが、多分非常にはっきりしてきた

ことだろうというふうに思います。

　５番目でやめます。５番目は、もう結論

です。ずっと話聞いてたら、みんなそれぞ

れすばらしいリーダーで、知事さんを含め

てです。こういう大きな災害が起きてうま

くいったとか、多くの人の命を救えたとい

う陰には、やっぱりリーダーシップという、

個人の力だけではないかもしれませんけ

れども、非常に積極的にそういう被災者の

中に入って、そういう人たちをサポートし

たり激励をするんですね。過保護にするん

じゃなくて、すごく上手におしりをたたき

ながらというか、力を発揮させながらする

ような、そういうリーダーシップを持った

人は必ずいるし、今後の対策としてそうい

う人をしっかりたくさんつくっていかない

といけないなというふうに思っています。

　もっとたくさん、いいお話があったんで

すけど、私がとりあえず感じたことは以上

の点です。

○片山知事　ありがとうございました。
　私も今、４人のパネリストの皆さんの話
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を伺い、また、今、室 先生のコメントを

伺って、いろんなことを考えさせられまし

た。

　最後に言われたことは、私が言うのも変

なんですけど、私は知事になろうと思った

ときに一番最初に脳裏をかすめたのは、神

戸の震災のときのことだったんですね。私

は、当時神戸の震災があったときには、鳥

取にやっぱりいまして、県庁で総務部長

というのをやってたんですけども、さっき

杉山さんが言われた５時４０分ぐらいです

か、本当に鳥取でもぐらっと揺れましてね、

もうびっくりしたんですけども、それから

だんだんだんだん神戸の被害の実態という

のが明らかになって、大変なことになった、

これは県庁とか市役所は大変だろうなと

思ったんですね。その後はいろんなことが

ありましたけども、そのときのことを思い

出して、自分が県という組織、団体の長に

なろうとしたときに、やっぱりもしああい

う大きな地震でもあったら、自分は一体ど

うするだろうかというのを最初考えたんで

す。ですから、選挙に立候補するときには、

防災安全のまちづくりというのを大きな公

約の一つにしたんですけどね、あんまり有

権者の皆さん関心ありませんでしたけど。

　その後、いろんな組織の見直しとかマ

ニュアルの点検とか地域防災計画を全部洗

いざらい見直すとか、自衛隊との関係をつ

くるとか、いろんなことやってきたんです

けどね、一つは、やっぱり自分の目でいろ

んなことを見ておくことがいいだろうと思

いました。やはり緊急のときはもうトップ

ダウンになりますから、下から日常の仕事

みたいに積み上がってくるのを待っていて

はだめですから。

　それで、たまたま台湾でやはり大きな

地震があったんですね。これが今から３年

前になるでしょうか、すぐに私のところの

防災の責任者であります防災監に、直後に

見に行ってもらったんですね。その後、私

も行ったんですけども、そのときにおも

しろい話がありまして、もう鳥取県は阪

神淡路の大震災のときに、隣の県で大きな

地震があって、県もそのときの知識、経験

を蓄えてるだろうから、わざわざ台湾まで

行く必要ないじゃないか、それは物見遊山

ではないかと、こういう一部異論があった

んですけどね、でももう５年も６年も前の

体験というのは薄らいでますし、そのとき

の経験した人は職員ももうかわってますか

ら、やっぱり新鮮な地震と言うと変ですけ

ども、新しい地震の後の、どういう現状に

なってどういう対応の課題があるというの

は、やっぱり幹部が見といた方がいいだろ

うというんで行ったんですけどね。これが

やっぱり随分大きな力になりましたね。実

際行ってみまして、本当に大変で、ここの

自治体の首長さんなんかはもう大変だろう

なと、自分で思うんですね。そうすると、

やっぱり今以上に、これまで以上に、もし

も自分のところであったらどうしなきゃい

けないのかということを、常にまた改めて

考えるようになるんですね。だから、そん

なことが重要だろうなと思いました。

　それから、さっき室 先生が北大の岡田

先生の４つのことを言われて、１つがメ

ディアと言われた。私もメディアは本当に

重要だと思うんです。といいますのは、災

害のときに、情報提供というのは一番重

要で、その情報を提供するときも、正確に

早くが必要なんですけど、ともすれば、役

所が出す情報提供って、不正確なことは

そんなにないかもしれませんけど、遅かっ

たりもたもたしたり、あるんですね。私の

ところでは、災害が起きたときに災害対策

本部をつくりましたけども、もう全部公開

にしまして、マスコミと一緒になって仕事

をしたんですね。ですから、我々が大きな

長机の上で、中で協議をするわけです、ど
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うしようこうしようって。住宅再建もどう

しようこうしようとやるんですけど、もう

それ全部オープンなんですね。時にはひそ

ひそと聞こえないように言うこともありま

すけど、それでも同じ部屋にいつも出入り

自由なんですね。ですから、マスコミの方

は、我々が議論をしていることを大体全部

聞かれているわけです。議論の過程を知っ

た上で結論が出たのを聞きますから、実に

正確に、それから、決まったらもう即座に

報道していただけるんですね。わざわざ報

道室をつくって、そこに職員が行って資料

を配って説明するとか質問を受ける、そう

いうことは一切ないわけです。もう質問も

ほとんどないわけですね。これが本当によ

かったなと思っています。最初は、そんな

ことして大丈夫ですかとかあったんですけ

ど、一切トラブルもありませんでしたし、

そんなことを今思い出しています。

　ちょっと質問をさせていただきたいんで

すけどね、長崎町長さんは非常に迅速に的

確に避難誘導されたということなんですけ

ど、防災訓練とかそういうことをされてた

んですか。

○長崎氏　今回の有珠山の噴火の前の噴火
というのは、２３年前だったわけですね。

その際は、どちらかというと、私の町の洞

爺湖温泉地区が大分被害をこうむったわけ

ですけども、それから三、四年は避難訓練

といいますか、大体噴火災害そのものはそ

んなに怖いもんではないんですね。噴火災

害の起きたときには、すぐ建物の中に入れ、

ホテルに逃げろ、そういう指示で、そうい

う訓練はしましたけれども、やっぱりそれ

もいつの間にか風化してしまったというの

が実情ですね。

　ですから、今回の避難やなんか、先ほど

知事さんが言われたように、非常の場合は

トップダウン方式で、やっぱり決断という

のが一番大切なことでないのかな、このよ

うに思いました。

○片山知事　ありがとうございました。
　でも、訓練されてないときに、号令一下、

皆さんよく避難されたもんだと思って感心

しますけれども。

○長崎氏　それと、やはり職員が、私の町
の噴火については、２０年から３０年周期

ですから、どちらかといっては災害のうち

でも幸いな方だと思います。それでも、職

員は前の噴火を経験しているのがもう３分

の１くらいきりいないわけですね。それで、

今回の噴火については、私、役場ＯＢを動

員しまして、ＯＢを役場に待機させて、い

ろんな前の教訓を若い人たちに教えてもら

う、そんなような機関を置くことをとった

わけですけども。

○片山知事　ありがとうございます。
　パネリストの皆さん方の間で、他のパネ

リストの皆さんにちょっと聞いてみたいと

か、もう少し詳しく知りたいとか、室 先

生に反論があるとか、そういう方おられま

せんでしょうか。もしおられたら。よろし

いですか。

　それじゃあ、杉山さん、さっき避難所の

ことをお話しになって、幸い水とガスです

か、電気もあったんですか。電気は来てな

かったんですか。

○杉山氏　電気と水は来てたんです。水
のないおうちもあったけど、たまたま私た

ちの動いてる福祉センターは水と電気が来

て、そこへ水を皆さんくみに来られました。

　今の情報ですけれども、張り紙をして、

まだそのころこういうメディアもちゃんと

できてませんので、だから手づくりの張り

紙をして、水ありますよ、高丸の地域福祉
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センターに来たら水がありますよというよ

うなことで、水のない地域にもお知らせし

て、皆さん、水くみに来られました。だか

ら、もう毎日長蛇の列。

　電気が来てたということは生活できます

ね。水と電気が来てるということで。ガス

はそうですね、約４０日、５０日近くガス

はとまったんです。おふろに入れなかった

というようなことがありますけれども、二

昔も、もっと前ならば、そんなこと平気だっ

たでしょうけど、今のこの生活に慣れてい

て、ガス、水、電気、これはもう本当に生

活大変ですね。

○片山知事　でしょうね。それで、おにぎ
りをつくられたというんですが、お米の備

蓄などはしてあったんですか。

○杉山氏　いえ、持ち寄りです。例えば、
家に２キロまだあるわ、５キロ余ってるわ

と持ち寄って、それじゃ足りないので、区

役所へ行きました。そしたら、神戸市から

４０キロ備蓄米があるから届けるよと言っ

ていたのが１０時なんです。届いたのが夜

１１時。それだけ交通事情が悪くて、それ

でも１１時まで待っていて来たから、次の

日は市役所から届いたお米で、１８日の分

はできたわけなんです。大変でしたね、あ

のころは。

○片山知事　本当に御苦労さまでした。
　矢田町長さんは、本当に過疎化が進行

して、高齢化も進行しているところで、被

災者も総じてお年寄りの方が多かったわけ

ですけどね、特にお年寄り、私もずっと被

災地を回ってみて、一番の問題はやっぱり

お年寄りのケアだと思いましたし、という

のは、お年寄りがやっぱり一番弱者ですか

ら、災害のときには一番弱者の方がお年寄

りで、その中でも特に、住宅が壊れたとか、

失った人はもちろんですし、傾いたとか屋

根が飛んだとか、そういう人たちの不安が

一番大きかったと、私は印象を持ったんで

すけどね、住宅再建以外に何か、お年寄り

のケアといいますか、メンタルケアで何か

気をつけられたようなことがありますか。

○矢田氏　そうですね、どういう地区に
はどういう方がいらっしゃるかということ

は大体普段から見えておりますので、保健

婦を中心に、それとお医者さん中心に足を

運んでいただきまして、大体どういう状況

かということを、やはり家庭訪問をしてど

うですかということを伺いながら、コミュ

ニケーションを図ることによって不安がな

くなるということが、今回随分体験として

あったというふうに思いますし、直接家の

方をどうするかということについては、隣

の方が少々の修理はやっていただけるとい

うようなことと、それから、先ほどありま

した本格的な復旧については支援制度がで

きたということが、比較的早い時点でそれ

ができたんで、あれがもうちょっと、いつ

になるかわからんというようなことでした

ら、まだまだ不安が、お年寄りの方は特に

ですけれども、あったではないかなという

ふうに思いますし、雨漏りはすぐビニール

シートをお配りをして、自治会中心に措置

してくださったということがありましたん

で、それと、５００ぐらいの一部損壊でし

たけれども、そのうちの老人家庭というこ

とについては、比較的措置がしやすかった

というふうに思っております。

○片山知事　ありがとうございます。
　私もずっと被災地を回ってみまして、

さっき言いましたように高齢化が進行して

過疎化が進行してるところが多いわけで、

災害弱者のお年寄りをどうやって勇気づけ

るか、不安を解消するかということが最大

の課題だと思ったんですけども、非常にい
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い条件があるなと思いましたのは、コミュ

ニティーの力が非常に強いわけですね。

さっき町長さんも言われましたけども、ど

こにどういう方が住んでおられて、おばあ

ちゃんがどこの部屋に寝てるはずだとか、

そんなこと皆さんよく御存じなんですね。

ですから、我々行っても、ここの２階には

どういうおばあちゃんがいて、奥には大ば

あちゃんがいるとかですね、教えてくださ

るんですけど、そういうコミュニティーの

力が非常に強いもんですから、そうすると、

なるべくそのコミュニティーが壊れないよ

うにもとに戻してあげる、生活の場をもと

に戻してあげるということをすれば、この

コミュニティーの力、結束によって、皆さ

んがまた元気を取り戻すんではないかなと

いうのが、私のそのときの印象だったんで

すね。

　そうしますと、一番の課題は、やっぱ

り住むところをもとどおりになるべく、も

とどおりにはなりませんけど、なるべくも

との状態に近い状態に回復していくという

のが基本だろうと。そうすると、住宅とい

うものが一番のポイントになるわけで、そ

うすると、何とか住宅を、自力でやって

いただくと一番いいですけども、そういう

お年寄りですから気力も視力も体力も衰え

てる方多いですから、そうすると、それを

何とか支えてあげるということがコミュニ

ティーを守る、そしてコミュニティーの力

を再び発揮してもらう一番の要素になるん

ではないかなと思って、住宅再建というの

をやったんですけども、結果的にはほとん

どの方が震災によって地域を去るというこ

とがありませんでしたので、大変よかった

なと思ってます。

○矢田氏　ありがとうございます。そのこ
とが一番だったと思いますけれども、普段

私のところは、いわゆる訪問介護、訪問看

護、そして訪問診療ということをやってお

りまして、どこにそういう方がいらっしゃ

るかということで、先ほど申し上げました

医師あるいは看護婦、そしてヘルパーさん

等々が一体となってできたというふうに考

えております。

○片山知事　ありがとうございました。
　山下さん、さっき室 先生が、ボランティ

アの役割というのはいろいろあるけれど

も、１つはきめ細かいニーズに比較的対応

できる、確かにそうだろうと思うんですね。

行政がやりますとね、どうしても公平さ

とか平等とか決まりということになるもん

ですから、一律になってしまって、それぞ

れの個人個人の対応にうまくフィットした

ケアとかお手伝いができないんですね。そ

の辺はボランティアですと、公平さをなく

してもいいとは言いませんけども、それで

も、行政が要請されるような一律性という

のは必要ありませんから、そういう面での

対応というのはしやすいと思いますし、そ

れから、もう一つ室 先生が言われた、行

政と、今回の場合は被災した方との接点で、

緩衝材としての役割も重要だと思うんです

けどね、往々にして行政というのは、さっ

き言ったように公平、平等、一律というこ

とをやりますし、それから、現場に疎いと

いうことがあると思うんですね。２年前の

鳥取県の震災の場合には、できる限り県庁

の幹部は現場に行って足を運んで、現場の

様子を見なさいということで、私自身も一

緒になって現場見たもんですから、比較的

現場主義が実現できたんではないかと思う

んですけれども、それでもやっぱり行政の

限界というのはあると我々は自覚してるん

です。

　そういう観点で、ボランティアを実際に

現地で実践されて、町政とか県政とか、行

政との間に入っていろいろ気づかれたこと
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があると思うんですけども、言いにくいこ

とも含めて、もしあったら率直に聞かせて

いただいたら、いい次の課題の解決になる

と思うんですけども。

○山下氏　今考えてる一番大事なことは、
例えば行政にしかできないこと。例えば

公平なサービスですとか、例えばあとは

物理的な面での保障を幾らかやっていくと

いうことは、これはとてもボランティアの

手ではできることではありませんから、そ

ういったところをやる。あるいは、ボラン

ティアが細やかなことをやっていくという

のは、そういったふうにそれぞれ特性があ

るということは事実だと思うんです。なん

ですけれども、私はそこでとどまってはい

けないんではないかと思っています。

　といいますのが、行政ではここまでだか

ら後はボランティアやってねとか、ボラン

ティアはこんなにやってるんだから後は行

政やってよということを言っていても、結

局、それぞれの特性を活かして活動して

いくということと、それから目指すところ

というのはやはり違うことだと思いますか

ら、もし例えば日野町というところを舞台

にして、高齢者についてのサポートをやっ

ていくというときには、どういうふうな町

をつくっていくかということについての目

線合わせをまずしなければいけないと思っ

ています。その中で、行政はここまでで

きるから後は頼むということが、結局信頼

関係として言えるかどうかということだと

思うんです。そうすることによって、行政

ではこの部分をやって、自分たちができな

いことはうちの範疇外ということではなく

て、ボランティアにやってもらう。そのか

わりに、そこで得てきた情報を、プライバ

シーとかいろいろ気をつけるべき点はあり

ますけれども、必要なことに関しては情報

交換をきっちりやる。こういうことをやっ

ていかないと、本当の意味での連携という

か、単純にお互いがそっぽを向いてすみ分

けをするということではなくて、一緒につ

くっていくということをそこまでやってい

かないと、これは日野町だけではなくて、

鳥取県、高齢化が進んだ町はほかにもいっ

ぱいありますし、県全体の活性化というこ

とにはつながっていかないんではないかな

というふうに思っています。

○片山知事　ありがとうございました。
　それでは、次のもう一つの、今回のパ

ネルディスカッションのポイントであり

ます、これからのまちづくりに向けての課

題、被災をして、その中で本当に必死に復

興を目指して、やっとそれぞれ、それなり

に復興してきてるわけですけども、それだ

けに終わらせないで、この体験を活かして、

これからのまちづくりに活かしていく。こ

れ室 先生の基調講演にもありましたけど

も、そういう観点で、それぞれ各パネリス

トの皆さん方に、どんなことを考えておら

れるのかということなどについて、お話を

順番に聞かせていただけたらと思います。

長崎町長さんからお願いします。

○長崎氏　私の町は、先ほども御説明申し
上げましたように、洞爺湖という北海道の

有数の観光地も抱えております。大体３次

産業が７割を占めているということで、や

はり洞爺湖温泉に依存する町でございま

す。

　そんなことで、今回の有珠山噴火では、

役場所在地の方が先に噴火をし、その後、

洞爺湖温泉の裏山が噴火したということ

だったわけですけれども、２３年前の噴火

の翌年にも泥流が発生しまして、そのとき

につくった砂防施設、これが今回幸いに発

揮しまして、結局、先ほど申し上げたよう

な公営住宅だとか町の公共施設は大きな被
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害をこうむったわけですけれども、温泉街

そのものはほとんど無傷だったわけでござ

います。

　しかし、やはりこういう災害で、特に

道路網がまったく切断されてしまったとい

うようなことで、やっぱり観光、そして地

域経済、これに及ぼす影響というのは大変

はかり知れないものがあるわけでございま

して、そういう意味から、とにかく町の復

興をどういう形にするかというようなこと

で、早速、まだ完全に住民が避難解除され

ていない時期でしたけれども、私、町のそ

れぞれの関係の方々で復興対策の懇談会を

組織をいたしまして、その人たちの意見を

聴取したということでございます。

　ただ、まだ噴火活動中で、そしてまた避

難してる方々が相当いるという時期でした

から、やはり相当いろんな意見が、むしろ

行政に対しての意見が多かったというよう

なこともございました。しかし、これらの

意見と、その後町の若手の方々からいろん

な組織が出てきました。そして、まちづく

りをどうしよう、温泉街をどうしようとい

うような委員会が設置されましたんで、こ

れ幸いと、噴火の年の１０月に復興対策協

議会というものを立ち上がらせまして、復

興計画を作成をさせまして、これが昨年の

３月にでき上がったということでございま

す。

　この復興計画に基づいて、今まちづくり

を起こしているわけですけれども、２１世

紀の火山を活かした観光地づくりというよ

うなことをテーマにしまして、いろんな、

噴火によって誕生したと、いい意味で言え

ば誕生と言っていいと思いますけれども、

被災を受けた学校、あるいは地殻変動が

特に多いわけですけど、地殻変動によって

１０メートルぐらいの断層などもきており

ます。さらに、８０メートルぐらいの山も

できたというようなこともございます。そ

れと、町営の浴場なども何とか残すような

ことできないだろうか。これも、砂防施設

内にかかったわけですけれども、北海道と

協議いたしまして、これらの遺構を残して

もらうというような形で、それらを一つの

観光の目玉にしようというようなことで、

今復興の作業にかかっているところでござ

います。

　幸い、昨年７月に、新しい噴火口を散策

できる、噴煙を吹いてるそのそばまで行っ

て見えるような散策路をつくりました。こ

れも役場職員の手づくりで、まくら木を相

当数手に入れまして、これを散策路に敷い

て散策させる。昨年７月からで大体４０万

の人がこのこの噴火の跡を見学されており

ますし、今年ももう既に５０万以上超えて

の、新しい観光資源になってきてんじゃな

いかなと、こんなふうにも思っております。

　ただ、ホテルは順次回復してきてるわけ

ですけども、土産店のシャッターがとにか

くあかないというのが実態でございます。

そこの空き家、空き店舗を何とか活用しよ

うということで、今、新しい若いグループ

で検討なども進めているというところでご

ざいます。

　とにかく、今回の噴火で一番の打撃は、

やはり道路が完全に閉ざされてしまったと

いうことでございますので、道路の確保と

新しいやはり避難の場所、こういう全町避

難というのはもう全く想定もしてなかった

ことでございますから、これはやっぱり近

隣市町村との連携ということが一番大切で

ないだろうか。こういうことでの新しいま

ちづくりをしていこうと、こんなふうな考

え方でございます。

○片山知事　ありがとうございます。
　それでは杉山さん、お願いします。

○杉山氏　先ほどからお隣の町長さんのと
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ころは、ちゃんと隣はだれかと把握してる。

垂水区の場合は、震災までは、隣は何をす

る人ぞ、知らない方が美徳というような雰

囲気だったもんですから、震災で大変わか

らなくて困ったんです。だから、これは原

点に戻って、向こう三軒両隣、きっちりと

把握しなければいけないんではないかとい

うことで、そんなような活動を今始めてお

ります。

　それで、高丸の場合は、声をかけ合い、

見つめ合う高丸というようなことをキャッ

チフレーズに、平成９年からそういうこと

を始めてるんですけれども、子供にも声を

かけようと。昔はよく、世話焼きおばちゃ

んで声かけたじゃない。餓鬼大将がいて、

その子見守ったじゃないのというようなこ

とで、私たちももうちょっと子供に、いい

意味での世話焼きおばちゃんになろうとい

うことで、声をかけ合い、見つめ合う。眺

めるだけじゃない、しっかりとその人を見

ようということで活動を始めております。

　その中の一つに、６５歳以上のひとり

暮らしの方のおうちへ、２人から４人、５

人のグループをつくって訪問するわけで

す。民生委員さんがやってる友愛訪問、あ

れをもうちょっと心を込めてやろうという

ことで、１人で行っても次のグループに連

絡ノートで回そうじゃないかと。きょうＡ

さんのとこへ午前中行って、ちょうど遠く

にいる娘さんが訪ねて来ていて、楽しく話

をしたとか、どんなささいなことでも、訪

問したときの様子を書いて、次の人にその

ノートを渡す。だから、１カ月のうちのい

つ自分が行くかということぐらいはちゃん

とリーダーが持っておく。そして、そのノー

トを連絡するということを今も続けており

ます。

　それが今、２年前からは神戸市の応援を

得て、生きがい対応型ミニデイサービスと

いうのを始めております。場所は、福祉セ

ンターを使う人、それから小学校の空き教

室、小学校が割合教室があいてるんです。

ところが、これなかなか空き教室とは言わ

ないそうですね。ゆとり教室と言うんだそ

うです。空き教室は貸せないという教育委

員会のかたい話で。ところが、高丸小学校

の場合は、あれも校長先生の心意気ですね、

いいでしょうということで、空き教室を２

部屋一つにしたわくわくルームを使わせて

もらって、日曜日、近くのおばあちゃんた

ちが十四、五人、これもあんまり多くては

いけないんです。１０人から十四、五人の

お年寄りを、歩いて来れるように、送り迎

えはしないんです。歩いて来れるお年寄り

に来てもらって、我々がお世話する。私た

ちは、たまたま私がＮＰＯを立ててたもの

ですから、そこでホームヘルパー３級養成

講座を開いて、そこで修了した人、３カ月

で修了できますのでね、修了した人が、４

期開いて今２００名できたんです、垂水

区の中で。その人たちがお手伝いをする。

十二、三人に４人ぐらいのヘルパーさんで

お世話をする。１０時ごろ来て、３時ごろ

に帰る、そういうミニデイサービスという

のを今始めております。

　それから、そこに来れないお年寄り、そ

のお年寄りには配食サービス、これも神戸

市が選んだ弁当会社から持ってきたお弁当

を私たちが配る。弁当屋さんが配るんでは、

はい弁当ですよになるけれども、私たちが

配るときには、これも先ほどの見守り、連

絡ノートのあれも生きていますので、“上

がって”と言うおばあちゃんもいる。お茶

入れて、ちょっと起こして、いろんな用事

を言いつける。そういうようなのも対応を

しながら配食サービスというのを、おとと

しの１２月でしたか始めて、もうすぐ２年

になるんです。最初、２軒だったんです、

私たちの高丸地域で。今、１カ月７００食

配っております。というようなことで、伝
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え聞いた人が、また市へ申し込む。それか

ら、お弁当屋さんを通してうちへ来るとい

うようなことで、少しずつお年寄りの見守

りも、何かハートのある見守りができてき

つつあるのではないかな。

　それから、子供。子供の方は、今、兵庫

県がトライやる・ウイークというのを中学

生に向けてやってるんです。もう四、五年

になりますか。その子供たちを社会生活体

験といいますか、例えば、うちの福祉セン

ターのお年寄り相手、給食のお世話、デイ

サービスを手伝いに来る。お花の手入れ。

それから、お店屋さん、パン屋さんとか喫

茶店とか、それから新聞配達の手伝いとか、

何かいろんな社会生活体験のトライやる・

ウイーク。その中学生たちも今、私たちの

手伝いに、これは毎日じゃないですけれど

もね、期間が決められて、今度１１月の第

１週からまた１週間ほど来る予定になって

るんですけれども、そんなふうにして子供

との触れ合いもできている。

　それからもう一つ、イベントによるま

ちづくりということで、垂水は春になると

イカナゴというちっちゃなお魚がとれるん

です、２月末から３月にかけて。このつく

だ煮がまたとってもおいしいんです。くぎ

煮と称してやってるんですけれどもね。そ

のくぎ煮をもうちょっと使って、イカナゴ

使ってまちづくりをしようということで、

垂水区民に呼びかけて、歌詞募集。でき

てきた歌詞に作曲してもらって、歌っても

らってというのを、全部垂水区の住民で、

それも３０前の若い人たちが皆応募してき

て、そこからできて、「いかなごＧＯ！Ｇ

Ｏ！」という歌をＣＤ化したんです。きょ

うかけてもらおうかなと思ってたりして

たんですけれども、後ほど置いて帰ります

ので、また聞いてください。そのＣＤ、も

う末は紅白だよというようなことで、今頑

張って振りつけをして、踊りながら楽しい

まちづくり。これには、幼稚園から小学生、

皆子供たちが出て踊ってくれてますので、

神戸祭りとか垂水のイベントにはいつも、

今日みたいなこういうときには。先ほど太

鼓でした。うちは「いかなごＧＯ！ＧＯ！」

で子供たちが踊ってくれる。そんなような

ことで、楽しくやっております。

○片山知事　ありがとうございました。
　それでは矢田町長さん、お願いします。

○矢田氏　今回のまちづくりということで
ございますが、震災の教訓を活かしていか

なきゃいけんということを基本に思ってお

ります。西部地震から２年経過をして、そ

ろそろ忘れるということが人間にはあるわ

けですけれども、これを契機に今後のまち

づくりということでは、防災意識の向上と

いう面で、地域の防災計画ということをつ

くることにして今進めております。これは

やはり地域の人が自分の住むところは自分

たちが一番よくわかるということで、住民

参画の形で今取り組んでおるところでござ

います。

　特に、先ほど先生の方からお話がござい

ましたけれども、自分のことは自分で守る、

そして自分たちでつくるということのお話

でございましたけれども、私たちの地域は

私たちがつくるという考えのもとに、住民

参画のまちづくりということを、日南町住

民参画のまちづくりということで、今取り

組んでおるところでございます。これには、

人材の育成、人づくりということで、人材

の養成塾ということを、私の町は７つの村

があるわけでございますけれども、そこに

それぞれの公民館、町営の公民館があるわ

けですけれども、小学校区を中心にまちづ

くり養成塾というのを今、立ち上げており

ます。これが、将来の地域を担う人づくり

ということで、取り組んでおるところでご
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ざいます。

　それからいま一つは、情報の整備という

ことを考えております。今ちょうど県の情

報ハイウェイが進んでおりますけれども、

これとあわせまして、いわゆる日南町民

による、町民のための保健・福祉・医療の

連携事業ということで、タウンズネット事

業ということに今取り組んでおります。こ

れは、今年と来年にかけて２カ年、県の方

にお世話になりながら進めておるところで

ございますが、これによりまして安否確認

のシステム、あるいは病院と各家庭とのつ

ながり、あるいは今、テレビの方は、山間

地でございますから、４割は共聴テレビに

なっております。これがやはり老朽化をす

るという状況の中で、これをあわせてテレ

ビの共聴をなくすることもできるというよ

うなことも考えながら、ちょうどいい機会

ということで、情報の整備を今考えておる

ところでございます。これによって避難所

あるいは病院、小学校、中学校等々との連

携もとれる、安否確認もとれるということ

ができるんじゃないかというふうに考えて

おります。

　それから、いま一つは庁舎でございます。

実は、この２年前の震災で庁舎がやられ

まして、屋根は崩れますし、そして壁は亀

裂が入って、そういう中で災害対策をとっ

てきたわけでございます。余震が来るたび

に壁が落ちる、あるいはモルタルが下の屋

根に大きな音を立てて落ちる、そういう中

で頑張ってきたわけでございます。あわせ

て、裏山が崩落をして、大きな何トンもの

石が落ちてきたというような環境の中で取

り組んだわけでございますけれども、これ

を契機に新しい庁舎ということで移転新築

をしたわけでございます。これには、やは

り住民に優しい庁舎ということと情報に対

応した庁舎、そして防災に対応した庁舎と

いうことで庁舎を建てさせていただきまし

た。その一つが、環境に優しいということ

で木造庁舎を建てております。これにあわ

せて、やはり情報化、先ほどございました

けれども、災害時の情報の共有ということ

もございまして、情報交流センターという

ような一つの、住民が避難もできるような

スペースの場所を確保した庁舎をつくって

おります。あわせて備蓄倉庫、そして防災

会議室という形での防災に十分対応できる

庁舎ということで、環境に優しいというこ

ともあわせて、木造の庁舎を建てさせてい

ただいたわけでございます。これが防災に

対する見直しの一つになっておるというよ

うに思っております。

　それから、県境のサミットという一つの

協議会をつくっておりますけれども、お隣

の日野病院の老朽化もございまして、ちょ

うど建てかえられたわけでございますけれ

ども、その当時、まだ古い病院に入ってい

らっしゃいまして、避難をされました。米

子の病院、あるいは日南病院にも来ていた

だきましたけれども、そういうことを踏ま

えまして、県境サミット圏域で病院が幾つ

かあるわけですけれども、相互応援協定と

いうものを結びさせていただくということ

にしておりますし、災害の相互応援協定と

いうようなことも考えているところでござ

います。

　この場をかりましてお礼を申し上げたい

と思いますけれども、県境サミットの圏域

の方々から応援に来てくださるというお声

をいただきました。しかし、私の町は何と

かできますので、お隣の日野町なり西伯町

さんのお手伝いしてあげてくださいという

ことをお願いしたりいたしました。これも

一つの県境サミット圏域の相互のつながり

ではないかというふうに思っておるところ

でございます。

　さらには、先ほど知事さんの方からお

話ございましたけれども、ヘリコプターで
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飛んできていただきました。ヘリポートが

ございませんで、グラウンドの砂の上にお

りていただいたわけでございます。これが

原因でヘリコプターが故障したというふう

にお聞きしておりますけれども、ぜひヘリ

ポートはつくりたいというふうに思ってお

ります。

　いろいろ、２年経過いたしましたけれど

も、これを教訓に防災に強いまちづくりを

したい、このように思っております。以上

でございます。

○片山知事　ありがとうございました。
　県の防災ヘリコプターは、地震の後、２

カ月後に壊れてしまいまして、それは今町

長さんがおっしゃったこととちょっと関係

あるんですけども、やはりヘリコプターと

いうのは、本来ヘリポートとして整備され

ているところに離着陸するのを原則として

るんですが、もう災害のときはそんなこと

言っておられませんので、学校の校庭にお

りるわけですね。そうすると、土ですから、

砂ぼこりが上がるわけです。それをエンジ

ンが吸い込んでしまうわけですね。そうな

らないように、あらかじめヘリコプターが

おりる前には水をまいていただくという、

こういう手間暇がかかるんですけど、どう

してもやっぱり、そうはいっても物すごい

風ですから、ついついエンジンがいろんな

ものを吸い込んでしまって、２カ月後、駆

使したせいもあるんですけど、点検・修理

に出しました。

　それでは山下さん、お願いします。

○山下氏　初めにちょっと、現在行ってお
ります高齢者誕生月プレゼント企画の写真

を見ていただきたいと思いますので、済み

ません、映像の方お願いします。

　こちらは４月のプレゼントのおはぎを

つくっているところです。こちらは７月の

プレゼントの写真入れをつくっているとこ

ろですけれども、このように、大人も、そ

れから子供も一緒になって楽しんでいると

いうことがあります。現在、毎月、小学生

が楽しみに参加してくれているんですけど

も、その理由の一つには、プレゼントを手

づくりでいろいろつくれるのが楽しいとい

うことがあるようです。

　こちらは、６月にはプレゼントにちまき

をつくったんですけども、ちまきを巻く笹

取りを行いまして、これも町内のササが生

えた山を持つ方に協力をしていただきまし

て、左のおじいさん、おばあさんが御夫婦

なんですが、一緒にやっていただいたとい

う形で、いろんな方に参加をしていただい

ています。

　こちらは９月のプレゼントの月見だんご

とお茶なんですが、これは担当された方が

あける楽しみも演出したいというこだわり

がありまして、布を染めてパックを包むと

いうところからやっています。

　こちらは毎月プレゼントと一緒に届けて

いるカードをつくっているところなんです

が、子供が色塗りとかそういうことを一生

懸命やってくれています。

　一番最後に、これは訪問から帰ってき

てからの報告をやっているシーンなんです

けれども、高齢者のところにプレゼントを

届けると同時に、今の状況というのを聞い

てきていますので、それを個別に、高齢者

の様子とか困り事などを書いてもらいまし

て、それから、コーディネーター担当のボ

ランティアに報告をしてもらって、一緒に

聞き漏れてることとか思い出し忘れてるこ

とを確認するというようなこともやってお

ります。これが次のことにつながるかなと

いうふうに思っているところです。

　これまでの取り組みを、こういったこと

をやっているんですけども、今後のまちづ

くりについてということで考えますと、最
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初にまず、問題点を含めて今の評価をし

ておきたいと思います。まず１点目は、地

域コミュニティーに関してなんですけれど

も、これは、先ほど知事も言われましたよ

うに、災害のときには顔見知った関係とい

うのがすごく有効に働いたということがあ

ります。ところが、では地域コミュニティー

は大丈夫と言っていいかどうかというと、

これは日常では、いろんなところでほころ

びが出てきているというのが現状ではない

かと思います。

　それはどういったことかといいますと、

例えば、地域コミュニティーというのは隣

同士の助け合いとかいうふうによく言うん

ですけれども、実際には、高齢化が進み過

ぎていて、ひとり暮らしの方とかがあると、

相互扶助というのはもう機能しないんで

すよね。お互いに声をかけ合うといったよ

うな意味でのコミュニティー機能というの

は確かに続いているんですが、助け合いと

いうことが成り立っているかというと、成

り立っていないというのが現状だと思いま

す。

　それから、何か困り事があっても、隣近

所だとかえって気兼ねして頼めないとか、

気を使われると思うと、本当は手伝ってあ

げたいんだけど手伝えないといったような

話もいろいろあります。それから、見知っ

た関係なら手を差し伸べられるんだけど

も、知らない人にまではちょっとというよ

うな話というのも、これも町内の中でも結

構聞くことです。

　こういうふうに考えていくと、総じて

うまく機能しているといっても、実際には

いろんなことがあることを考えると、やは

り地域コミュニティーは新しい形というの

を目指していかないといけないんではない

かというのが現状の評価で、それから、誕

生企画とかいろんなことをやっていくうち

に、個別の状況を把握して、個別に対応し

ていくということをもっと大事にしなけれ

ばいけないんではないかというふうに考え

ています。

　先ほど申しましたけれども、従来の福

祉の施策というのが、ひとり暮らし高齢者

と、それからあと障害者ですね、とにかく

手厚かったんですが、実際に例えばひとり

暮らしでない高齢者世帯というところを尋

ねてみますと、中には、例えば配偶者の方

が数年にわたって入院中で、実際にはひと

り暮らしなんだけれども、住民票上は１人

ではないとかですね、それからあとは、老

老介護でおじいさんが一生懸命家事をやっ

ているケースとかいろんなケースがあり

まして、こういうことを考えていくと、従

来のどういう方にはどういう対応というふ

うな決め事ではなくて、地域の現状という

のをきちんと把握し続けること。これは１

回やればいいということではなくて、人の

状況は常に変わっていきますから、これは

量的な問題はありますけれども、継続的に

やっていくことが重要ではないかというふ

うに思っています。これはボランティアで

もやってますけれども、とても足りること

ではありませんので、こういったあたりで

連携ができればいいんではないかなという

ふうに思っています。

　連携ということでいいますと、実際に

ボランティアが地域の課題を仮に把握して

も、すべてボランティアが解決できるわけ

ではありません。先ほど、日南町で保健婦

さんとかヘルパーさんが回っておられると

いう話もありましたけれども、実際にはい

ろんなところが重層的にコミュニケーショ

ンとっていくということが大事なわけで、

それを得手不得手をうまく活かして地域づ

くりをやっていくためには、連携というこ

とではもっとうまくやっていかなければい

けないのではないかなと思っています。

　地域の状況としては、ただ希望の芽が出



54 55

てきているなと思っているところは、まず

日常会話の中で自分にできることがあれば

何かしたいというようなことがふえている

という実感を町内でも持っているというこ

とと、それからあとは、高齢者の方で、本

当にちょっとしたことでも頼まれる方が

おられるんですけども、その方が足だけ

は大丈夫だから、近所の足が悪い方の買い

物を最近引き受け始めたと言われてて、こ

ういったのもボランティアかなというよう

な声が聞かれ始めたといったこと。それか

らあとは、毎月の誕生企画に参加している

小学生が、感想として、会ったときは元気

そうだなと思ったけれども、いろいろ話を

聞いているうちに、ひとり暮らしは大変そ

うだなというふうに思ったとか、そういっ

たような話にも、もしかしたらつき合わさ

れてる面もあるかもしれないんですけれど

も、それでも来月も参加したい、楽しみに

しているといったようなことが、今後に大

きく希望が持てることではないかなと思っ

ています。

　こういった中で今後のまちづくりとい

うことを考えると、まず、人の善意という

のが、例えば西部地震でお世話になったか

らそれを何とかしたい、それから、町内で

もボランティアに助けてもらったから何か

お返しをしたいというときに、中元・歳暮

みたいに、してくれた人に返すんではなく

て、今度は何か自分ができることで、違う

ところで返していくというようなことで、

人の気持ちがうまくつないでいく、それか

ら回っていくというような機能ができるよ

うにしていくことが大事かなと思っていま

す。

　地域コミュニティーがうまく機能して

いくために新たな仕組みづくりをするため

に、従来からの助け合いということを活か

しながら、知らない人に対しても手助けが

できて、個人的な気兼ねが要らないような

状況ということをつくっていくことが必要

かなと思っています。そういう意味で、現

状でボランティアセンターが運営を続けて

いるということはすごく価値があることか

なと思っています。

　２番目に、本当は私もボランティアに成

り行きですごく肩入れをしているような格

好になっていますが、ボランティアがすべ

てだとは思っていませんけれども、今の日

野のような状況でいくと、町民が生き生き

暮らせる、それから生きがいづくりという

意味でも、ボランティアというのは一つ大

きな手法になるんではないかなというふう

に考えています。せっかく自分も何かやり

たいという気持ちを持っておられる方がた

くさんおられるので、これを具体的な活動

に結びつけるために、今、日野ボラネット

では毎月の企画をやっていますけれども、

このほかにも、例えば役場等でボランティ

ア活動の情報を一元化するとか、それか

ら問い合わせ窓口みたいなものをつくると

か、そういったようなことも考えられるか

なと思っています。それによって、高齢者

もやっぱりやってもらいっ放しはよくない

と思いますので、それはむちでたたいて何

かやらせるとかそういうことではなくて、

本当にちょっとしたことでも、自分もでき

るんだというような気持ちを持ってもらう

ことが、これは生きがいづくりで、ひいて

は町が活性化していくことにつながるかな

ということと、それから、高齢化が進んだ

町では、ついつい高齢者への支援というこ

とばかりに目が行ってしまいますけど、最

近、私がちょっと思っているのは、案外子

供に力を入れていくことが町全体を活性化

していくキーになるんではないかなという

ことを考えています。

　最後に、こういったようなところを通し

て、高齢者とか障害者が地域で見守られて

いる実感が持てる、そしていざというとき
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には助けてもらえる、これはどれぐらい頻

度でやってもらえるかということだけでは

なくて、そういう実感が持てる状態という

のをつくっていくことが今後のまちづくり

では大事なのではないかなというふうに考

えております。

○片山知事　ありがとうございました。
　それでは、室 先生、コメント、助言、

お願いします。

○室 氏　まだたくさんのテーマがあるん
ですけれども、私なりに３つのシステムと

３つのキーワードということで少しまとめ

てみたいと思うんですね。

　３つのシステムというのは、これからの

まちづくりなり地域社会でどういうシステ

ムが要るのかということなんですね。１番

目は、やっぱり地域教育のシステムってす

ごく大切だと。その中で、特に皆さん、子

供のことを言われたんですけど、やっぱ

り子供をしっかり育てていくということ

は、かなり根幹だと思うんですね。先ほど

虻田町の町長さんと知事さんとの間で、ど

うしてうまく逃げられたのかという話が少

しあったんですけど、私の聞いてる話は、

随分昔から子供たちに対する火山のいろん

な危険性の話とかをするような講座という

か、子供たち集めていろいろ勉強会をずっ

と続けられた。そこに参加してた子供のう

ちの２人か３人が虻田町の職員に既になっ

てた。その人たちがすごくそういうことよ

くわかってというようなこと。だから、結

局、わざわざ訓練とか何か特にそういう勉

強会しないでも、子供のときにそういう火

山の現地教育というのか、何かそういうこ

とを体験したら、子供は子供なりにそうい

うものはちゃんと身についていくというよ

うなことだろうと思うんですね。

　それはやっぱり地域のコミュニティーの

中でしっかりやっていく。それが先ほどま

ちづくり何とか養成塾というのを言われて

ましたよね、日南町さん。こういうのはす

ごく大切なことだと思うんですね。そうい

う地域の中でうまくそういう人づくりとい

うか、そういうものをつくっていく。そう

いうものが地域の中にしっかり根づいてい

るかどうかというのは、昔はそんなことを

言わなくても、それはおばあちゃんがちゃ

んと孫を教えるという仕組みがあったんで

すけれども、今それが弱ってる中で、もう

少しそれを地域ぐるみの中でそういう教育

のシステムをどうつくるかってすごく大切

だと思います。

　それから、２つ目が、これも皆さんが

言われた、地域見守りシステムというの

か、地域のコミュニティーサポートのシス

テム。特に、これは高齢化社会の中で、お

年寄りだけが住んでいるような地域がどん

どんでき上がっていったときに、やっぱり

コミュニティーはしっかりしているといっ

ても、担い手はやっぱり変わってきてい

る。昔のコミュニティーはコミュニティー

もしっかりしてて、かつ若者とかいろん

な人たちがいてて、それが支えられたんだ

けど、今、コミュニティーはしっかりして

て、よくどこにだれがいるかわかってても、

やっぱり体力的にとかいろんなところで支

え切れない。そこをどうやって地域全体で

サポートしていくシステムをつくるかとい

うときに、その中にやっぱり少し民生委員

の方だとかボランティアだとか、そういう

人の力をうまく組み込んだような、コミュ

ニティーだけというシステムではなくて、

やっぱり少し外部的な、そういうサポート

の人も入れたような新しいコミュニティー

システムというのをつくらないといけない

し、あるいはそういう住み方も、お年寄り

だけがまた助け合って住むような一つの住

み方というか家づくりというか、農村部の
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人に隣のお年寄りと一緒に住めなんていう

のはあれかもしれないけれど、少し共同生

活みたいなの、お年寄りをうまく支えられ

るような共同生活のシステムを、やっぱり

もう一度見直してつくり直すということは

必要かなと思っています。

　それから３つ目が地域のコミュニケー

ションのシステムですね。これも矢田町長

さんが言われてた情報の話と関係してるん

ですけど、今の情報のシステムというのは

割合上の、一番トップのところの情報シス

テムはどんどん整備していくんですけど、

一番足もとの、一人一人の個人のところに

行くところのシステム、いやそれは携帯電

話だとかウェブサイトでとかインターネッ

トでというわけだけど、それを活用するこ

ともすごく必要だし、そこに古くからの掲

示板とかかわら版みたいなシステムを入れ

ながら、どうやって細やかに、一番個人の

ところとどうつないでいくようなシステム

をうまくつくり上げていくかという、情報

システム。多分、日南町の町長さんが言わ

れたのは、その辺がすごく意識された細や

かな情報システムをつくろうとされてると

思うんですけれども。そういう地域の中で

ちょっと新しいＩＴ技術もうまく組み込ん

で、地域の人々のコミュニケーション、双

方向のいろいろ会話ができ上がっていくよ

うな、そういうものというものを。だから、

その中にひょっとしたらケーブルテレビの

システムもあるかもしれないし、いろんな

ものを組み合わせた、地域の中の情報シス

テムという、細やかな情報システムをどう

つくるかというのは、多分これからの社会

はすごく大切だなというふうに、３つのシ

ステムというのはそういうことですね。

　あと３つのキーワード、これは簡単にし

ます。これは、私個人の思いです。１つは

コミュニティーというキーワードですね。

これは、僕はいろんな、復興の場合のこ

ともそうだし、まちづくりの場合もそうだ

けど、結局何が一番大切かといったら、コ

ミュニティーというものだと思うんです。

さっきの意見を聞くといっても、個人個人

の意見を聞いたらみんな違う。だから、コ

ミュニティー全体としてはどういう方向

に行こうとしてるのかということをしっ

かり、我々まちづくりするときはそれを見

てあげないといけないと思うんですね。コ

ミュニティーはどうなのか。それから、やっ

ぱり復興を考えたときに、コミュニティー

がきちっとまとまっていけるのか、コミュ

ニティーが生き延びていけるのか、常にコ

ミュニティーという単位で物事を考えてい

くという発想がないと、社会づくりも、そ

れからまちづくりも進まないという、実は

すごく重要なキーワードだと思います。

　２つ目のキーワードは、これは我が事と

いうか、自分のこととしていろんなものが

できる。この中には、杉山さんからのイベ

ントのいろんな工夫。工夫というのは、やっ

ぱり自分たちの手づくりの中でやってるよ

という、業者がつくったお弁当でも、真ん

中に入って持っていく、何か手づくり感を

与えるんですね。我が事、自分たちの身近

なものとしていろんなものが考えられてい

けるという、お誕生会のプレゼントもそう

だと思うんですね。我が事のために創意工

夫を活かしていくという、すべてが我が事

の問題として考えられるか。それは、かつ

て言うと、すごく行政依存で、何でも行政

がしてくれるんだというようなところを少

し変えていって、我が事の問題としていろ

んなことが考えられるような、そういう一

つの仕組みをつくっていけるのかどうかと

いうことがすごく大切だというのが、２つ

目のキーワードです。

　それから３番目は、これはちょっと、皆

さんの話には出てきてないキーワードなん

ですが、私はいつも輪中、輪中というのは
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長良川が氾濫するときに、村を守るために

みんな堤防をつくるんです。これはなぜそ

ういうことを申し上げたかというと、最初

の虻田町長さんのお話のときに、砂防堰堤

か何かできて、うまく被害が救えたんだと

いうことなんですね。防災でハードという

のはどういうふうに位置づけるのか。日南

町の町長さんは病院が大切だとかいろいろ

言われた。ヘリポートが大切。それは全部、

僕は輪中だと思うんです。地域社会の共

有財産として、地域の運命を守るためのき

ちっとしたハード、最低きちっとした施設

はやっぱり要るんだと。それは場合によっ

ては道路である場合もありますし、それか

ら場合によってはそういうヘリポートであ

る場合も。そういうものは一体何なのか、

その地域にとって一番大切な、その地域を

守るものとハードの仕組みというのは何な

のか。それをみんなで、輪中といったらみ

んなで管理をするんですね。輪中というの

は、ハードとソフトとつなぐ概念ですごく

わかりやすい。それをハードだけ考えると、

もうあれも要る、これも要る、道路が要る、

何が要るとかね。

　ちょっと今日は北海道の悪口言うと悪い

んですけど、奥尻の地震の後で、あれは何

か８メーターかの津波が来たんで、みんな

１０メートルでうわっと囲んじゃったんで

すよ。すると、２つ問題が出てくるわけ。

今度は堤防依存です。堤防があるから大丈

夫だというふうに思い込んでしまう。もう

一つは、堤防があるためにウミガメがいな

くなって、観光がうまくいかなくなるんで

す。これきわどいんですね、やっぱり。だ

から、雲仙のやつだって、それは安全だけ

優先したらもう離れてしまうからね。すご

い泥流を防ぐような巨大な壁をつくって泥

流を抑えればいいという話になるけど、そ

れだったら観光がうまく成り立たない。そ

こで、ある程度生活を守りながら、だけど、

どこかにきちっとハードの仕組みを入れな

いとうまくいかない。そこをどうとらえて

いくかというので、僕は輪中というか、ハー

ドというものをどういうふうにしてとらえ

るかという一つ考え方をしっかり持つとい

う意味では、僕は岐阜の長良川の輪中とい

うのはすごくなかなかいい考え方だなと。

　ヘリポートも必要だし、病院も必要だ

し、そういうものはやっぱりつくっていか

ないと、何か手づくり手づくりということ

でイベントばっかりしてても守れないんだ

というようなこともちょっと申し上げたい

と思って、３つのキーワードといったらそ

ういうことです。

　以上、まとめになってるかどうかわかり

ませんけど、最後の方は自説を披露しただ

けかもしれませんけど。

○片山知事　ありがとうございました。
　パネリストの皆さん、いかがですか。他

の方の御意見聞かれたり、室 先生のコメ

ントを聞かれて、何かもしございましたら。

よろしいですか。

　それじゃあ、だんだん時間も迫ってきま

して、せっかく今日、この会場に多くの皆

さん来ていただいていますので、もし会場

の皆さん方の中から、これ聞いてみたいと

かありましたら、遠慮なく手を挙げてくだ

さい。

○（来場者）
　この鳥取県西部地震では、恥ずかしいこ

とですけれども、島根県の一部も被災して

いながら、島根県のほとんどの住民は対岸

の火事という感じで関心を持っている方が

ほとんどいませんで、私はこちらに来てい

ろんなことをきょう聞きたいなと思って参

りました。

　たくさんのことを勉強させていただいた

んですが、初めのときに室 先生が御指摘
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されました、最近の災害というのは非常に

ダメージが長期的になるし、間接的になる。

生活の苦しみを抱えてる、そういうダメー

ジがあるという御指摘がありました。

　島根県の場合は、県全体の９割以上、

９１％が中山間地域ということで、過疎と

高齢化が極端に進んでます。もしそういう

ところで地震が起きた場合、島根県はほと

んどＮＰＯという団体もありませんし、ま

して、ダメージが長期化する、間接化する

という場合、今日のテーマでありますけど

も、住み続けたいまちづくりということを

考えたときに、かなり問題が長期化するん

じゃなかろうか。そういうときに一体どう

やって対応したらいいのか。きっと、こう

いう問題というのは、資金面でも、それか

ら人材の面でも、大きな壁を迎えると思う

んですけれども、今日皆さん、たくさんの

経験をなさってる方がいらっしゃるので、

それぞれの方々に、住み続けたいまちづ

くりの長期化の問題をどうやって考えてい

らっしゃって、実際にどうやって取り組ん

でいらっしゃるのか、そんなことを簡単に

聞けたらと思います。

　それから、申しわけないんですが、片山

知事にも。私、鳥取県のことよくわかりま

せんので、災害直後の対策で、鳥取県とい

うのは非常に注目を浴びましたけれども、

この住み続けたいまちづくりの長期化の問

題に対して、片山知事の方から、例えばホー

ムランのような対策を用意してらっしゃる

とか、そういうことがもしおありになれば

聞いてみたいと思うんですが、よろしくお

願いします。

○片山知事　ありがとうございました。
　今の、どうしても災害があった場合に避

難とか対応が長期化する、現に虻田町など

もかなり長期化したわけでありますし、神

戸の場合もある意味では長期化しているわ

けですけども、これについて、どなたかご

ざいませんでしょうか。

○長崎氏　それじゃあ、地震と噴火との
災害の差はあるわけですけれども、やはり

避難するということについては変わりない

と、このように思います。

　やはり、私どもの噴火災害というのは、

火砕流の発生というのが大変恐れられまし

て、いわゆる何年か前に九州の島原の普賢

岳の問題があったということもございまし

て、結局長期化する避難ということになっ

たわけです。

　それで、先ほど申し上げましたように、

町の方のほとんどが洞爺湖観光というのに

従事しているというような関係もございま

して、３月３１日の噴火であったために、

雇用先がないわけですね。ちょうど年度が

わりだったということもございまして、そ

れで、ただ避難所にいるわけです。いるわ

けというと語弊がありますけども、避難所

にいて、結局何もすることがない。いわゆ

る危険区域内に全面的に指定されています

から、立ち入ることができない、そういう

ような状況でして、やはり避難された方々

は、そういう意味では大変気の毒だったと

思います。ですから、やはり雇用の問題と

いうのが一番大変だったわけですが、幸い、

緊急雇用対策事業というのがあの年度から

ですか、３カ年の事業としてあったわけで

すけども、それを道あるいは国の緊急的に

相当額を確保していただいて、ほとんどの

方々をそういう緊急対策事業に出てもらう

というようなことで働いてもらったという

ことがございます。

　ただ、経営者はやはり経済面で大変だっ

た。結局、資金の貸し付けということもな

かった状態なもんですから、私どもとして、

町としまして、噴火後１０日ぐらいたちま

して、すぐ商工業者と金利の町負担と、有



60 61

利な方針を打ち出しまして、その後、道と

もかけ合いまして、道としても何かしても

らうというようなことをお願いする。ある

いは、それがきっかけとなりまして、道が

３０億かの枠を設定するというようなこと

もございました。ただ、やはり市中銀行、

あるいは地元の金庫などとの関係では、金

庫自体がもう洞爺湖温泉がつぶれるんじゃ

ないだろうか、どうなるんだろうかという

ようなことで、大変な状態に陥ったという

ことも事実でございます。

　そういう面で、とにかく経済的な面でや

はり相当な打撃というのは、周辺含めて。

観光が再開されたのが７月の１０日でござ

いますけれども、結局、観光客というのは、

あの噴火した年は１０％内外、修学旅行は

ゼロというような状態だったということで

す。それらのしわ寄せが今来ているわけで

すけども、いろんな面で町も協力していか

なきゃなんないなと、こんなふうに思って

いるわけです。

○片山知事　ありがとうございました。
　私も、震災の後の復興に当たってますと

きに、幸いだったのは、余震がかなりあり

ましたけども、一応大きい地震が終わって、

後は終息に向かうという、これは地震の専

門家の先生の話もありましたので、もう後

は余震が終息するだろうということを前提

にして、そうしますと、復興に向けて全力、

目標を持って全力で当たれるわけですね。

これは大変幸せだったと思うんですね。こ

れがずっと長い間、さてどうなるんだろう

かということが続きますと、だんだんだん

だんもう気力も衰えてきたり、不安が募る

し、それから、いろんな意味で見極めが重

要になってくると思うんですね。その地域

を復興するのか、それとも、放棄とはいい

ませんけど少し移るのか。それから、被災

者の皆さんにしても、なりわい、仕事を、

特に観光業なんかの場合そうだと思います

けど、続けるのか、再開するのか、見極め

るのか、この辺が非常に大変だろうなとつ

くづく思うんですけどもね。今、虻田町長

さんからそういうお話が出ました。

　それから、私に対して御質問ありまし

たけども、私は地震が起きました直後に現

地に行きまして、さっきもちょっとお話し

しましたけど、やっぱり住宅に対する不安

が一番大きいと思ったんです。その住宅に

対する不安というのは、結局は地域を去ら

なければいけないかもしれないという不安

だったと思うんですね。ですから、なるべ

くもとどおりにしてあげるということが災

害復興の原点だと思って、できる限り、と

にかくもとどおりに近い状態にするとい

うことを心がけました。おかげさまで、住

宅再建というものを一つの柱にして、かな

りもとどおりに戻ってます。被災された皆

さんの一時的にはなえた心ももとどおりに

戻ってます。これは非常によかったと思う

んです。

　それじゃあ、これからどうするのかとい

うことなんですが、ホームランのようなも

のは特段用意していませんけど、私は、やっ

ぱり今回の地震から得た教訓は、地域社

会をどうやってしっかりとしたものにして

いくか、守っていくのか。みんな、不安の

最大のもとは、地域社会から去らなければ

いけないかもしれないという不安なんです

ね。ですから、地域社会をしっかりとした

ものにしていく、もっと地域にこれまで以

上に、行政も一人一人の住民の皆さんも目

を向けていく、そういう気風づくりをやっ

ていきたいと思っています。

　そのためにはいろんなことがあって、今

までは行政はあんまり関心を持たなかった

自治会の活動、市町村は別ですけども、県

行政なんかも余り関心持たなかったかもし

れないけども、もっとこれから関心持たな
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きゃいけない。さらには、自治会とか町内

会の中でどういう皆さんの営みが行われて

いるのか、そんなことにも関心持つ。例え

ば、町内会の活動の中での文化だとか、そ

んなものなんかも非常に重要な要素になっ

てくるので、そんなことにも目を向けて

いく。行政もそういうふうに少し視点を変

えなきゃいけないというのは、一つの私に

とっての教訓でありました。そんなことを

やっていこうと思っております。

　ほかにございますか。

　どうぞ。

○（来場者）　
　消防団といたしましても、ああいう地

震はいまだかつてない地震ですので、その

直後においての我々の対応はどうかという

ことを懸念して、あのときのちょうど１時

半には、県の消防協会の会議が弓が浜荘で

あったわけでして、さらにこの地震の余震

がこれだけ続き、もやもやしたような会議

なんかはやめて解散せというようなことを

私も申したわけです。杉山さんが言われま

したが、避難者の心のケアといいますか、

そういうものを、米子市でも地区地区に公

民館が２６公民館あるわけですが、そこか

ら消防団はそれぞれ１５名から２０名の消

防団がおるわけでございます。行政も二、

三日してから、消防団の私の方に助役が来

まして、何と避難民のお世話をしていただ

けんかということでしたが、ああそういう

ことなら、消防も火災とか水害とか目に見

えたものはすぐわかるけれども、私の方は

日野川護岸の地区ですので、余り米子市と

いっても災害がなかったわけですので、直

ちに私の判断で分団長会議は後からする

という判断で、それぞれの消防団に、地域

に派遣したわけです。私も２回ほどずっと

回ってみると、米子市でも７カ所、８カ所

の公民館で避難者がおられたわけですが、

ある公民館の館長を私が回ったときに、何

と市の職員さんもそれはしかりですけど、

疲れてしまっておられるわけだが、消防団

では地域の代表ということで、避難者に対

する心安い人が、知る人が多いということ

で、非常に心強く避難者が言われたという

ことを私も報告を受けまして、大変喜んだ

わけです。そういうようなときには、行政

も遠慮せずに、どれだけの被害があるかと

いうことはなかなかわからんわけでして、

この２年ほど前の地震では。そういうこ

とで消防団動員が、いろいろ地域の避難民

に対するお世話をしたということは、非常

に私もよかったなということですが、きょ

うは意見として、特に杉山さんがいろいろ

なことを言われましたが、行政も遠慮せん

ように、地域の皆さんでそういう人をお世

話するということは、非常に避難者が安心

して心のケアができたということがあった

わけでして、そういうようなことがあった

ならば出番ですので、消防も。日南町の矢

田町長さんも言われましたが、消防団長と

回ったということでしたが、もっと活用す

べきというふうに私は思っております。以

上です。

○片山知事　ありがとうございました。
　室 先生、もし何かコメントがありまし

たら。

○室 氏　そうですね、消防団の方は遠慮
されずにどんどんやられた方がいいのかも

しれない。

　消防団ってすばらしいのは、地域密着、

地域をよく知っておられます。それから、

専門技術を持っておられるし、それから即

効、すぐに対応できるという意味でいうと、

いろんな意味での能力を持った組織ですよ

ね。阪神大震災でも、一番たくさんの人を

助けたのはどこだったかというと、消防団
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が一番たくさん人を助けてるんです。そう

いう意味では、やっぱり非常に貴重な一つ

の、ボランティアと言ったら怒られてしま

いますけれども、そういう専門家集団とい

うか、防災の非常に組織だと思いますので、

やっぱり消防団が防災対応の中でどういう

ふうに働いていただけるのかというのも重

要な検討課題ですし、それこそまた鳥取県

方式で消防団を軸としたようなひとつ仕組

みをつくっていただければありがたいなと

思います。

○片山知事　消防団というのも本来は、ア
メリカ的に言うとボランティアなんです

ね。行政と住民の皆さんとの接点だろうと

思いますけどもね。ありがとうございまし

た。

　いよいよ時間も迫りましたけど、もしど

うしても最後にパネリストの皆さん方、室

先生含めまして、これだけはちょっと一

言ということがありましたら。

　杉山さん。

○杉山氏　避難所で避難してきた人には救
援物資が当たったんです、神戸の場合。で

も、家がちょっと傾いても頑張って家にい

た人にはその避難物資が行かなかったとい

うことは、ちょっと反省事項として思って

おります。頑張って家にいた人にまでそう

いう救援物資を回すべきだったんではない

かなと、そんなことを反省として思ってお

ります。

　それと、私ちょっと子供の詩を最後に聞

いていただきたいなと思って持ってきたん

ですけれども、震災の年に長田区の小学５

年生がつくったものです。

　『なくしたもの。地震でなくしたもの、家、

道、港、そして人の命。地震が教えてくれ

たもの、水、ガス、電気のありがたさ。変

わらなかったこと、空。朝が来て、夜が来

て、でも外を見ると不思議な気持ち。なく

したものはいっぱいあるけど、教えられた

こともたくさんある。人の優しさ、たくま

しさ。おばあちゃんもお母さんも言った。

ものは頑張ればまたできる。みんなで助け

合って、みんなで頑張れば、またもとの町

に戻る。私はそう思う。』

　これ、５年生の女の子の詩なんです。

ちょっと心打ちましたので、御紹介させて

いただきました。以上です。

○片山知事　ありがとうございました。（拍
手）

　ほかにございますか。

　山下さん。

○山下氏　今日の話で、特に外の面ばかり
の話をしたんですけども、いわゆるハード

の面でいいますと、復興が見かけ上かなり

進んできているというのは、これはもう本

当に住宅補助金の効果というのはすごく大

きくて、すごく感謝されているところで間

違いないんですけども、実際問題には、そ

の中でもやはり自己負担がかかってるとい

うことがあって、経済的な負担がこれから

も続いていくということがあるということ

と、それから、実情は、高齢者の方なんかで、

すきま風が入るようになって冬風邪引い

たりするけど、この程度は仕方ないという

ようなケースというのは本当にざらにあり

まして、これが復興してるかしてないかと

いうところで言うのはすごく難しいんです

けども、そういったことですとか、それか

ら、例えば地域の共有施設とか神社とか寺

といったものも、共有のものと言ってしま

えばそれまでですが、そこを直していくた

めには結局個人の負担というのが今後も続

いていくことになります。ですので、来場

している方も全般に復興しているというこ

とで終わったというような見方をするので
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はなくて、これからも温かい目を向けてい

ただければというふうに思っております。

○片山知事　ありがとうございました。
　室 先生、何かございますか、最後に。

○室 氏　特にないんですけど、杉山さん
の詩との関連で一言だけ。

　取り戻せるものってたくさんあるんで

す、家だとかそういうものは。でも、取り

戻せないものっていうのが本当は２つある

んですね。１つは命です。人が亡くなって

しまったらおしまいだ。だから、そのこと

についてはしっかり考えて、二度と命を失

わないようにしないといけない。２つ目が

ふるさとなんですよ。ふるさとも一度つぶ

れたら、これはもう取り返せない。そうい

う意味で、コミュニティーの大切さ、それ

から、その地域を守るためのいろんな手だ

てをしっかりやらないといけない。やっぱ

り命とコミュニティーというのは取り戻せ

ないということをぜひ御理解いただきたい

というふうに思います。

○片山知事　ありがとうございました。
　私も、今最後に杉山さんとか室 さんが

言われたことに本当に共感するんですけ

ども、被災した後に日野町とか西伯町とか

ひどくやられたところへ行きますと、おじ

いちゃんおばあちゃんが被災者なんですけ

ども、皆さん本当に不安なんですね。鳥取

県の場合には、幸いにして命を失う方はお

られませんでした。これは本当にありがた

いことでした。もう九死に一生という例は

いっぱい随所にあったんですけども、結果

としてはどなたも命は失わなかった。だけ

ど家を失ったとか、その家を失ったことに

よって地域を失う。それは、自分の生活の

拠点であるし、隣近所との人間関係である

し、それから、普段本当に気にもとめない

風景とか、それから通っているお店とか、

隣近所のけんか相手もそうかもしれません

けども、そういう普段の本当にそんなに気

にしない存在というものが、実は失うとい

うことになったら実に大変なことなんです

ね。その失うかもしれないという不安に皆

さんおののいていたわけです。もうこれ自

分の手で直せないからどうしようか。そう

すると息子が、お母さん、もう僕のところ

にいらっしゃいよと言って大阪とか東京の

方から誘いをかけてくる。そうするとやっ

ぱりそこに行かざるを得ないかな、でも行

きたくないなという心が揺らいでるのが、

本当に手にとるように見えるんですね。そ

れがもう不安だったんですね。いかに地域

を失う、地域を去らなければいけないとい

うことの不安が大きいかということを、私

はそのとき痛感をいたしました。

　逆に言えば、普段、日常、平時においても、

やはり失ったとしたら本当に大変なことに

なる地域というものをもっと普段から大切

にしておかなきゃいけない。これは、私た

ち一人一人にとってそうだろうと思うんで

す。それでさっき申し上げましたように、

もう少し、行政もそうですし、一人一人

の県民の皆さんもそうですけれども、自分

たちの生活の拠点である地域というものを

もっと関心を持って、もっと関わりを持っ

て、もっと大切にしていこう、こういう

今、気風づくりというのをやってるところ

です。そのためには、高齢者の皆さんとい

うことも一つの中心になるし、子供たちと

いうのも中心になるし、それから、普段会

社とか役所とかに働きに行っている、そう

いう人たちも実は地域の主役として活躍を

もっとしなければいけない。その地域を輝

かせるためには、いろんな人の営みがあっ

て、それは手っ取り早いのは、共同でいろ

んな作業しましょう、一斉清掃しましょう

とか、それから資源回収しましょうとか、
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防災訓練しましょうとか、運動会しましょ

うとか、いろいろあるんですけども、そう

いうこと以外に、例えば文化だとか一緒に

行う文化活動、そんなこともこれから大切

になってくるんじゃないかなと思っており

ます。

　私も鳥取市東町１丁目というところの町

内会に属してまして、我が家も副会長を実

は仰せつかって、いろんなことを今、近隣

の人たちとやってるんですけど、やればや

るほど興味は尽きないし、大切さをまた再

認識される昨今であります。ぜひ、今日御

参加いただいてる皆さん方も、今日いろん

なことをお聞きになっていただいたと思い

ますけども、地域社会というものを改めて

見つめ直すということも一つきょうのテー

マとして認識していただければありがたい

と思います。

　今日は本当に長時間、パネリストの皆さ

ん、それから基調講演に続いてコメンテー

ターもしていただきました室 先生、あり

がとうございました。また、会場の皆さん

も、このパネルディスカッションに最後ま

でお付き合いをいただきまして、ありがと

うございました。お礼を申し上げまして、

これで終わらせていただきたいと思いま

す。ありがとうございます。（拍手）

○司会　ありがとうございました。
　それぞれ災害の種類や状況及び地域の特

徴などの違いはありますが、皆さんの被災

後の新しいまちづくりへの熱意が伝わって

くる議論であったと思います。きょうのこ

の議論を大いに参考にしていただき、西部

地震の体験や教訓を活かした元気なまちづ

くりの取り組みをさらに前進させ、「元気

いっぱい！鳥取県」の実現に向けて、皆さ

ん頑張りましょう。

　会場の皆様、どうぞパネリストの皆さん

と片山知事に、いま一度大きな拍手をお願

いいたします。（拍手）

　本日は本当にありがとうございました。



64 65

鳥　取　県　西　部　地　震
2　周　年　県　民　大　会

パネルディスカッション資料

1.　神戸市「高丸防災福祉コミュニティ」の取組状況･･････ 66

2.　日野ボランティアネットワークの取組状況････････････ 70



66 67



66 67



68 69



68 69



70 71



70 71



72 73



72 73



74 75



74 75



76 77



76 77




